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今週のキーワード

ナノ技術競争
半導体・EV・医療で激化する開発競争

25
件

記事数

12
カ国

対象国

1/10
のコスト

NIL露光

25.7
%

ペロブ効率

今週の全25記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 LiB向けCNT添加剤 新製品
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Birla CarbonとChasmが次世代Liイオン電池向けハイ
ブリッド導電性添加剤「NTeC-B」を共同開発。高容
量アノードとレート性能を向上。

#02 QD太陽電池レビュー 学術論文
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

RSC Advances誌が量子ドット太陽電池（QDSCs）の
材料開発、デバイス工学、安定性向上に関する最新進
歩をレビュー。

#03 先進ナノメディシン 解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Taylor & Francisが、生体応答性材料、脂質ベースナ
ノ粒子、金属ナノ構造を活用した精密治療向けナノメ
ディシン戦略を発表。

#04 ナノコンポジット 技術紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

ナノコンポジット材料の革新が航空宇宙・自動車産業
の軽量・高性能化需要に対応。強度、耐久性、軽量化
を飛躍的に向上。

#05 OCSiAl特許訴訟 市場危機
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

ロシア裁判所がOCSiAl創業者企業から93.6億ルーブ
ルを回収。グラフェンナノチューブ特許権をロシア連
邦に帰属させる判決。

#06 ナノセルロース応用 技術紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○

ナノセルロースベース材料が食品包装から生物医学ま
で多様な応用可能性。生分解性、高強度、軽量性を特
徴とする。

#07 VWにCNT供給 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

OCSiAlがフォルクスワーゲングループのPowerCoに
単層カーボンナノチューブを供給。EVバッテリー性能
向上に貢献。

#08 PbS QD太陽電池 技術解説
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Sigma-AldrichがPbS量子ドットの太陽光発電応用と
コア/シェルQD構造の進歩を強調。次世代太陽電池効
率向上の鍵。

#09 OCSiAl展示会 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

OCSiAlが上海APFE 2026に出展。グラフェンナノチ
ューブがフィルム・接着剤・コーティングの性能を向
上させる。

#10 OCSiAlニュース 企業戦略
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
OCSiAlがニュースアーカイブページを公開。カーボン
ナノチューブ応用・企業発表の最新情報を一括提供。

#11 抗菌ナノ材料 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

光活性ナノ材料が抗生物質耐性創傷感染症に対し動物
実験で細菌99%削減。薬剤不使用で迅速な創傷治癒を
促進。

#12 VWにCNT供給 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

OCSiAlがフォルクスワーゲン傘下PowerCoの「Unifie
d Cell」電池に単層カーボンナノチューブTUBALLを
供給。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#13 中国NIL装置 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

中国Prinanoがフォトニックチップ向けナノインプリ
ント露光装置で8インチウェハー量産を実証。DUV比1
0分の1コスト。

#14 LNP遺伝子治療 新製品
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Beam Therapeuticsの肝臓標的型LNP製剤「BEAM-3
04」がフェニルケトン尿症治療薬としてFDAからIND
クリアランス獲得。

#15 グラフェン生産 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Argo Graphene SolutionsがGrapherryからSTREAM
グラフェン生産プラットフォームのライセンス契約を
締結。

#16 がんナノ粒子治療 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

イスラエル工科大学が化学療法薬不使用でトリプルネ
ガティブ乳がんの増殖を停止するナノ粒子を開発、マ
ウスで成功。

#17 LNP開発強化 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
Labcorpがワクチン・遺伝子治療向け非ウイルスベク
ターとしての脂質ナノ粒子（LNP）開発を強化。

#18 銀ナノワイヤ合成 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
中国研究者が超長尺・高収率銀ナノワイヤの効率的合
成に成功。透明導電体応用を加速。

#19 Canon NIL戦略 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●
Canonが2030年度までに産業事業の営業利益率25%
目標を設定。ナノインプリント技術の商業化に注力。

#20 in vivo CAR-T 技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Cytivaがin vivo CAR-T療法に向けた脾臓へのmRNA-
LNPの体外デリバリー技術を進展。従来の製造プロセ
スを簡素化。

#21 ナノ修復技術 技術解説
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ナノ修復技術が汚染水・土壌・空気からの汚染物質除
去効率を大幅向上。炭素系、金属酸化物、半導体ナノ
粒子を活用。

#22 LNP肝毒性低減 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
アルブミンを介したLNP送達戦略がmRNA治療薬の肝
臓毒性を80%削減し、リンパ系送達を2-3倍促進。

#23 NDDS市場概観 市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ナノドラッグデリバリーシステム（NDDS）が過去20
年で多様な疾患治療薬が承認され、個別化医療を牽引
。

#24 GLP-1パッチ 新製品
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Anodyne NanotechがGLP-1週1回パッチ「ANN-101
」の第I相臨床試験推進へシリーズAで1260万ドルを
調達。

#25 ペロブ太陽電池 技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
スズ酸化物量子ドット層追加でペロブスカイト太陽電
池が効率25.7%を達成、安定性も向上。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 中国のナノインプリント技術の台頭は、日本の半導体製造装置戦略を再考させるか？
中国Prinanoが8インチフォトニックチップウェハーの量産検証をDUV比10分の1コストで達成。これはCanonが2027年
HVMを目指すナノインプリント市場に直接的な脅威となります。日本の装置メーカーは、この低コスト化と技術自立の動
きに対し、どのような差別化戦略を打ち出すべきでしょうか？

❷
EVバッテリー向けCNTの海外サプライヤー依存は、日本の電池・自動車産業にリスクをもたらすか？
OCSiAlがVW傘下のPowerCoに単層CNTを供給するなど、海外勢がEVバッテリー材料市場で存在感を増しています。OC
SiAlの特許訴訟問題も発生しており、主要材料のサプライチェーンに不確実性が生じています。日本の電池・自動車メー
カーは、高性能化と安定供給を両立させるため、海外材料への依存度をどう評価し、国内サプライチェーンを強化すべき
でしょうか？

❸ LNP技術の進化は、日本の製薬・バイオ企業にとって新たな競争領域となるか？
LNP製剤の肝臓毒性低減やリンパ系標的化、in vivo CAR-Tへの応用など、LNP技術はmRNA治療薬の安全性・有効性を飛
躍的に高めています。日本の製薬・バイオ企業は、この急速な技術進化に対し、LNP設計・製造技術への投資を加速し、
次世代の遺伝子治療薬開発で主導権を握れるでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

中国NIL

Canon NIL
EV電池CNT

CNT特許がんナノ治療

LNP改良

銀NW合成ナノ複合材

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 中国NIL 脅威大 — 日本NIL市場競争激化

● Canon NIL 機会大 NIL技術で市場奪還 —

● EV電池CNT 注意 高性能EV電池開発 海外材料への依存増

● CNT特許 注意 サプライヤー再編機会 サプライチェーン混乱

● がんナノ治療 機会大 新規治療法開発 既存治療の陳腐化
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● LNP改良 機会大 mRNA治療薬開発加速 —

● 銀NW合成 注意 次世代ディスプレイ材料 中国技術の台頭

● ナノ複合材 機会大 高機能材料市場拡大 —
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深掘り ① ― 中国NIL装置、Canonに挑戦
#13 | 2026/06/20 | 複数の報道機関 | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

中国Prinano Technologyが、フォトニックチップ向け真空空気浮上式ウェハーレベル・ナノインプリント露光装置「P
L-AS」で8インチウェハー量産検証を完了しました。DUV露光装置と比較して製造コストを約10分の1に削減し、残差
層ばらつき2nm以下、特徴寸法10nm以下を達成。100%国産部品で構成され、Canonが支配する市場に挑戦します。

この技術は、光通信モジュールや光相互接続デバイスなど、AIの進化に伴う高速・低発熱データ転送ニーズに応えるも
のです。中国の半導体サプライチェーン自立に向けた戦略的ブレークスルーであり、国際的な技術制裁リスクを低減す
る狙いがあります。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【技術者の視点】Prinanoの発表は、ナノインプリント技術がフォトニクス分野で実用化段階に入りつ
つあることを示唆しており、特にコスト面での優位性は注目に値します。DUV比10分の1というコスト
削減は非常に魅力的ですが、歩留まりや長期安定性、生産スループットに関する具体的な定量データが
不足しており、その実力はまだ未知数です。Canonが2027年のHVM導入を目指す中で、中国勢の台頭
は日本の半導体製造装置メーカーにとって大きな【脅威】となります。特に、中国市場での競争激化は
避けられないでしょう。一方で、NIL技術自体は日本の得意分野でもあり、光電融合など新たな応用分
野での技術開発を加速させる【機会】でもあります。日本のメーカーは、単なる装置販売だけでなく、
材料やプロセス技術を含めたトータルソリューションで差別化を図る必要があります。

深掘り ② ― 薬剤不使用がん治療ナノ粒子
#16 | 2026/06/25 | The Australian Jewish News | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

イスラエル工科大学の科学者チームが、化学療法薬や薬剤を一切使用せずに、攻撃性の高い「トリプルネガティブ乳が
ん」（TNBC）の腫瘍増殖を雌マウスで成功裏に停止させるナノ粒子を開発しました。この薬剤不使用のナノ医療アプ
ローチは、高度な免疫療法治療と同等の結果を達成したと報じられています。

このナノ粒子は、薬剤を搭載せず、その物理的特性と生物学的相互作用を通じて抗腫瘍効果を発揮します。TNBCは治
療選択肢が限られ予後不良なため、副作用の少ない新たな治療法として大きな期待が寄せられています。研究成果は学
術誌『ACS Nano』に掲載されました。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【技術者の視点】薬剤不使用でがん治療効果を出すナノ粒子は、学術的なブレークスルーであり、非常
に高い技術新規性を持っています。マウス実験での成功は有望ですが、ヒトでの臨床応用にはまだ長い
道のりがあります。ナノ粒子の生体内での挙動、長期的な安全性、免疫応答への影響など、未解決の課
題は山積しています。特に、腫瘍特異的な蓄積メカニズムや、薬剤フリーでの作用機序のさらなる解明
が不可欠です。日本の製薬・医療機器メーカーにとっては、この新しいパラダイムの治療法を早期に研
究対象とすることで、将来的な【機会】を掴む可能性があります。既存の化学療法や免疫療法に代わる
、副作用の少ない治療法として、基礎研究段階から共同研究やライセンス契約を検討すべきでしょう。
特に、ナノ粒子設計技術や生体適合性材料技術を持つ企業は、この分野での貢献が期待されます。
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深掘り ③ ― 次世代LiB向けCNT添加剤
#01 | 日付不明 | Birla Carbon & Chasm Advanced Materials | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

Birla CarbonとChasm Advanced Materialsが、次世代リチウムイオン電池向けにハイブリッドカーボンブラック/カ
ーボンナノチューブ（CNT）導電性添加剤「NTeC-B」を共同開発しました。この新材料は、カーボンブラックの分散
性とCNTの高い導電性を相乗的に組み合わせ、高容量アノードと改善されたレート性能を実現します。

NTeC-Bは、電極内部に効率的な導電ネットワークを構築し、特に高容量アノードにおいて電子移動速度を向上させま
す。これにより、EVバッテリーの高速充放電能力が改善され、発熱抑制やサイクル寿命延長にも寄与する可能性があり
ます。2026年までに2TWhを超えるLiB市場の成長を加速させることが期待されます。

▶ シニアテクニカルアナリスト

【技術者の視点】CNTとカーボンブラックのハイブリッド化は、それぞれの利点を活かし、LiBの導電性
添加剤として非常に合理的なアプローチです。CNT単独では分散性が課題となることが多く、カーボン
ブラックとの組み合わせは実用化に向けた現実的な解と言えます。記事には具体的な性能数値の記載が
少ないため、どの程度の性能向上が実現されたのか、またコストインパクトはどうかを注視する必要が
あります。日本の電池材料メーカーにとっては、既存の導電助剤市場における【脅威】となり得ますが
、同時に、同様のハイブリッド材料開発や、より高度なCNT分散技術、表面処理技術で差別化を図る【
機会】でもあります。日本のEVメーカーや電池セルメーカーは、この新材料の評価を早期に進め、サプ
ライチェーンへの組み込みを検討すべきです。

その他の注目記事
ロシア、OCSiAl特許回収判決（AK&M; EN）
技術新規性●○○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

グラフェンナノチューブ大手OCSiAlの特許権がロシア連邦に帰属する判決。主要材料サプライヤーの事業不安定化は、
日本の調達部門にとって大きなリスク要因となる。

OCSiAl、VWグループPowerCoにCNT供給（OCSiAl Press room）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

OCSiAlがVWのEVバッテリーに単層CNTを供給。EVバッテリーの安全性、充電性能、寿命向上に貢献。日本のEV・電
池メーカーは、この技術動向とサプライヤーの動向を注視すべき。

中国、超長尺・高収率銀ナノワイヤ合成（EurekAlert!）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

中国研究者が透明導電体向けに超長尺・高収率の銀ナノワイヤ合成に成功。ITO代替材料として、日本のディスプレイ
・フレキシブルエレクトロニクスメーカーは動向を追うべき。

LNP肝毒性80%削減、リンパ系送達2-3倍促進（ACS Materials Au）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

アルブミンを介したLNP送達戦略により、mRNA治療薬の肝臓毒性を大幅低減し、リンパ系への標的送達を改善。次世
代mRNA治療薬開発の安全性・有効性向上に寄与するブレークスルー。

Beam Therapeutics、LNP遺伝子治療INDクリア（Beam Therapeutics）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

LNP製剤を用いたフェニルケトン尿症の遺伝子治療薬がFDAからINDクリアランスを獲得。in
vivo遺伝子編集の臨床応用加速を示し、日本の製薬・バイオ企業も注目すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【経営企画】中国Prinanoのナノインプリント技術に関する詳細情報を収集し、CanonのNIL戦略への影響を評
価。競合分析を更新すること。

• 【調達】OCSiAlの特許訴訟の進捗を注視し、単層CNTのサプライチェーンにおけるリスク評価を緊急実施。代
替サプライヤーの調査を開始すること。

• 【R&D;】EVバッテリー向けハイブリッドCNT添加剤「NTeC-B」の技術詳細と性能データを収集し、自社材料
との比較評価を開始すること。

▍短期（1ヶ月）
• 【半導体PKG】中国NIL技術のフォトニックチップへの適用事例を調査し、自社のパッケージング技術への影響
とNIL導入の可能性を検討すること。

• 【EV設計】高性能CNT添加剤がEVバッテリー設計に与える影響を評価し、次世代バッテリー開発ロードマップ
への組み込みを検討すること。

• 【R&D;】LNPの肝臓毒性低減技術やリンパ系標的化技術について、最新の学術論文を調査し、自社のmRNA/遺
伝子治療薬開発への応用可能性を検討すること。

▍中長期（四半期〜）
• 【材料メーカー】ナノコンポジット材料の航空宇宙・自動車分野への応用拡大を見据え、高機能ナノ充填材の開
発および製造プロセス最適化への投資計画を策定すること。

• 【R&D;】薬剤不使用のがん治療ナノ粒子や、超長尺・高収率銀ナノワイヤ合成など、基礎研究段階のブレーク
スルー技術について、大学・研究機関との共同研究の可能性を模索すること。

• 【経営企画】中国の半導体技術自立の動きに対し、日本の半導体産業全体としての競争力強化策（技術連携、投
資戦略など）を検討するワーキンググループを立ち上げること。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-27
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収録記事一覧

#01 Birla CarbonとChasm Advanced Materials、次世代Liイオン電池向けハイブリッド導電性添加
剤「NTeC-B」を共同開発

#02 RSC Advances、量子ドット太陽電池の効率と安定性を向上させる最新材料とデバイス工学の進

歩をレビュー

#03 Taylor & Francisが、生体応答性材料・脂質ベースナノ粒子・金属ナノ構造の活用で精密治療を
革新する先進ナノメディシン戦略を発表

#04 ナノコンポジット材料の革新が航空宇宙および自動車産業における軽量・高性能化需要に対応

#05 ロシア・ノボシビルスク裁判所、OCSiAl創業者の企業から93.6億ルーブルを回収：グラフェンナ
ノチューブ特許巡る訴訟で判決

#06 ナノセルロースベース材料、食品包装から生物医学まで多様な応用可能性：2026年ナノテクノ
ロジー会議で発表

#07 OCSiAl、フォルクスワーゲングループのPowerCoに単層カーボンナノチューブを供給、EVバッ
テリー性能向上に貢献

#08 Sigma-AldrichがPbS量子ドットの太陽光発電応用とコア/シェルQD構造の進歩を強調：次世代

太陽電池効率向上の鍵

#09 OCSiAl、上海APFE 2026に出展：グラフェンナノチューブがフィルム・接着剤・コーティング
の電気伝導性・加熱性能・耐摩耗性を向上

#10 OCSiAlニュースアーカイブページ公開：カーボンナノチューブ応用・企業発表の最新情報を一括
提供

#11 軽活性ナノ材料、抗生物質耐性創傷感染症に対し動物実験で細菌99%削減を達成

#12 OCSiAl、フォルクスワーゲン傘下PowerCoの「Unified Cell」電池に単層カーボンナノチューブ
TUBALLを供給

#13 中国Prinanoがフォトニックチップ向けナノインプリント露光装置で8インチウェハー量産を実
証、DUV比10分の1のコストでCanonの優位性に挑戦

#14 Beam Therapeuticsの肝臓標的型LNP製剤「BEAM-304」、フェニルケトン尿症治療薬として

FDAからINDクリアランス獲得

#15 Argo Graphene Solutions、GrapherryからSTREAMグラフェン生産プラットフォームのライセ
ンス契約を締結

#16 イスラエル工科大学、化学療法薬不使用でトリプルネガティブ乳がんの増殖を停止するナノ粒子
を開発

#17 Labcorp、ワクチン・遺伝子治療向け非ウイルスベクターとしての脂質ナノ粒子（LNP）開発を
強化



#18 中国研究者、超長尺・高収率銀ナノワイヤの効率的合成に成功、透明導電体応用を加速

#19 Canon、2030年度までに産業事業の営業利益率25%目標を設定、ナノインプリント技術の商業
化に注力

#20 Cytiva、in vivo CAR-T療法に向けた脾臓へのmRNA-LNPの体外デリバリー技術を進展

#21 ナノ修復技術、汚染水・土壌・空気からの除去効率を大幅向上

#22 アルブミンを介したLNP送達戦略、mRNA治療薬の肝臓毒性を80%削減しリンパ系送達を2-3倍
促進

#23 ナノドラッグデリバリーシステム、過去20年で多様な疾患治療薬が承認され個別化医療を牽引

#24 Anodyne NanotechがGLP-1週1回パッチ「ANN-101」の第I相臨床試験推進へシリーズAで
1260万ドルを調達

#25 スズ酸化物量子ドット層追加でペロブスカイト太陽電池が効率25.7%を達成、安定性も向上



#01 Birla CarbonとChasm Advanced Materials、次世代
Liイオン電池向けハイブリッド導電性添加剤「NTeC-B」
を共同開発

001_Birla CarbonとChasm Advanced Materials、次世代Liイオン電池向け

概要

Birla CarbonとChasm Advanced Materialsは、次世代リチウムイオン電池向けにハイブ

リッドカーボンブラック/カーボンナノチューブ導電性添加剤「NTeC-B」を共同開発し
ました。この新材料は、カーボンブラックの分散性とカーボンナノチューブ（CNT）
の高い導電性を相乗的に組み合わせることで、高容量アノードと改善されたレート性

能を実現します。これにより、高性能な電気自動車用バッテリーの製造が可能とな
り、業界の進化を加速させることが期待されます。

公開日 日付不明  Birla Carbon & Chasm Advanced Materials  アメリカ



詳細

主要成果

材料科学分野のリーディングカンパニーであるBirla CarbonとChasm Advanced

Materialsは、次世代リチウムイオン電池の性能を大幅に向上させるハイブリッドカーボ
ンブラック/カーボンナノチューブ導電性添加剤「ナノチューブ強化カーボンブラック
（NTeC-B）」を共同開発したと発表しました。この革新的な材料は、電池の高容量化
とレート性能の改善に貢献します。

技術・臨床詳細

NTeC-Bは、従来のカーボンブラックが持つ優れた分散性と、カーボンナノチューブ
（CNT）の高い電気伝導性を相乗的に組み合わせることで、電極内部に効率的な導電ネ
ットワークを構築します。カーボンブラックは電極内で均一に分散し、CNTはそのナノ
スケールの構造により、活物質粒子間により多くの電気的パスを提供します。このユニ
ークなハイブリッド構造により、特に高容量アノードにおいて、電子の移動速度が向上
し、結果として電池の高速充放電能力（レート性能）が著しく改善されます。また、電
極の抵抗が低減されることで、発熱の抑制やサイクル寿命の延長にも寄与する可能性が
あります。

背景・業界文脈

リチウムイオン電池市場は急速に拡大しており、2026年までにその生産能力は2テラワ
ット時（TWh）を超える見込みです。この成長は、電気自動車（EV）の普及と再生可能
エネルギー貯蔵システムへの需要増加によって牽引されています。しかし、EVの航続距
離延長や充電時間短縮のためには、現在の電池性能をさらに向上させる必要がありま
す。導電性添加剤は、電極の性能を決定する重要な要素の一つであり、より効率的で高
性能な材料の開発が求められていました。



今後の展望

NTeC-Bのような先進的なハイブリッド導電性添加剤の登場は、リチウムイオン電池技
術のボトルネックを解消し、特に電気自動車の性能とコスト効率を改善する上で重要な
役割を果たすでしょう。この技術は、より高性能なEVバッテリーの開発を加速させ、持
続可能なモビリティ社会の実現に貢献するとともに、他の高エネルギー密度アプリケー
ションにも応用が拡大する可能性を秘めています。

元記事: https://flex.semi.org/program/sustainability-and-power-panel-discussion-advanced-conductive-

additives-for-next-generation-li-ion-batteries

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://flex.semi.org/program/sustainability-and-power-panel-discussion-advanced-conductive-additives-for-next-generation-li-ion-batteries
https://flex.semi.org/program/sustainability-and-power-panel-discussion-advanced-conductive-additives-for-next-generation-li-ion-batteries


#02 RSC Advances、量子ドット太陽電池の効率と安定性
を向上させる最新材料とデバイス工学の進歩をレビュー

002_RSC Advances、量子ドット太陽電池の効率と安定性を向上させる最新材料とデバイス工
学の進歩を

概要

RSC Advances誌に掲載されたレビューは、量子ドット太陽電池（QDSCs）の材料開

発、デバイス工学、界面最適化、安定性向上における最新の進歩を包括的に概観して
います。本レビューは、PbS、CdSe、ペロブスカイト、グラフェン、環境に優しい量
子ドットなどの材料の比較分析に焦点を当て、AIによる最適化やタンデム構成といっ

た新たなトレンドも評価しています。この研究は、QDSCsの性能限界を打破し、次世
代太陽光発電技術への道を開く重要な情報を提供します。

公開日 日付不明  RSC Publishing (RSC Advances)  イギリス



詳細

主要成果

RSC Advances誌に発表された最新レビューは、量子ドット太陽電池（QDSCs）が、材料
科学とデバイス工学の革新により、飛躍的な効率向上と安定性獲得への道筋を示してい
ると報告しました。このレビューは、材料開発、デバイス設計、界面最適化、および長
期安定性戦略における最新の進歩を統合的に分析し、次世代太陽光発電技術の可能性を
浮き彫りにしています。

技術・臨床詳細

本レビューは、PbS、CdSe、ペロブスカイト、グラフェン、さらには環境に優しい量子
ドットといった多様な材料の比較分析に重点を置いています。これらの量子ドットは、
調整可能なバンドギャップや高い光吸収能力といった特長を持ち、従来のシリコン系太
陽電池の効率限界を超える可能性を秘めています。デバイス工学の観点からは、電荷輸
送層の最適化、界面欠陥の削減、安定性向上のためのカプセル化技術などが議論されて
います。さらに、人工知能（AI）を活用したデバイス最適化手法や、異なる吸収スペク
トルを持つQDSCを積層するタンデム構成、そして環境持続可能なQD材料の開発といっ
た新たなトレンドも詳細に評価されており、これらがQDSCの性能と実用化を大きく推
進する鍵となります。

背景・業界文脈

再生可能エネルギーへの世界的な移行が加速する中で、太陽光発電技術の効率とコスト
効率の向上が喫緊の課題となっています。量子ドット太陽電池は、その優れた光電変換
特性と柔軟な製造プロセスにより、次世代太陽光発電技術として大きな期待が寄せられ
てきました。しかし、これまでのQDSCは、効率の限界や長期安定性の課題に直面して
いました。本レビューで示された進歩は、これらの課題を克服し、QDSCを商業的に実
行可能な技術へと昇華させるための重要な指針となります。



今後の展望

このレビューが提示する材料科学とデバイス工学の統合的アプローチは、QDSC研究の
方向性を決定づけるものです。AIによる設計最適化や新規材料の探索がさらに加速する
ことで、将来的にQDSCは現在の主流太陽電池を凌駕する効率とコストパフォーマンス
を実現する可能性があります。特に、環境に優しい材料への転換は、持続可能な社会へ
の貢献という観点からも重要であり、今後の開発が注目されます。実用化に向けた最大
の課題は、効率と安定性を両立させながら、大規模生産技術を確立することです。

元記事: https://pubs.rsc.org/en/content/articlelanding/2026/ra/d6ra02771g

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/en/content/articlelanding/2026/ra/d6ra02771g


#03 Taylor & Francisが、生体応答性材料・脂質ベースナ
ノ粒子・金属ナノ構造の活用で精密治療を革新する先進ナ
ノメディシン戦略を発表

003_Taylor & Francisが、生体応答性材料・脂質ベースナノ粒子・金属ナノ構造の活用で精密治
療

概要

Taylor & Francisは、生体応答性材料、脂質ベースのナノ粒子、金属ナノ構造の開発を
含む、製薬薬剤の送達をこれまでにないほど制御する先進ナノメディシン戦略を発表

しました。この戦略は、薬剤の溶解性、安定性、薬物動態プロファイルを改善し、小
分子および生物学的製剤の精密治療を可能にします。ナノキャリア設計の最新ブレー
クスルーが紹介されており、現代の治療法の様相を革新する可能性を秘めています。

公開日 日付不明  Taylor & Francis Online (Article Collection)  イギリス



詳細

主要成果

Taylor & Francisは、製薬薬剤の送達をこれまでにないほど精緻に制御し、現代の治療法
の様相を革新する先進ナノメディシン戦略をまとめた記事コレクションを発表しまし
た。この戦略は、生体応答性材料、脂質ベースのナノ粒子、金属ナノ構造などの最新ブ
レークスルーに焦点を当て、薬剤の溶解性、安定性、薬物動態プロファイルを劇的に改
善することで、精密治療の新たな時代を切り開きます。

技術・臨床詳細

本コレクションでは、薬物送達におけるナノキャリア設計の最新の進歩が詳細に紹介さ
れています。特に、以下の3つの主要なアプローチが強調されています。

生体応答性材料: 生体内の特定の刺激（pH、温度、酵素活性など）に応じて薬剤を放
出するように設計されたナノ粒子。これにより、薬物の標的部位への特異的送達と制
御された放出が可能になり、全身的な副作用を最小限に抑えつつ、治療効果を最大化
します。

脂質ベースのナノ粒子: 脂質で構成されたLNP（脂質ナノ粒子）は、疎水性および親
水性の両方の薬物を安定的に封入し、生体内での分解から保護します。特にmRNAワ
クチンや遺伝子治療薬の送達において、その有効性と安全性が高く評価されていま
す。

金属ナノ構造: 金や銀などの金属ナノ粒子は、その独特な物理的・光学的特性を利用
して、光熱療法や放射線増感剤としての応用が研究されています。また、イメージン
グ剤としても機能し、治療と診断を統合した「セラノスティクス」プラットフォーム
の開発を可能にします。

これらのナノキャリアは、小分子薬物だけでなく、複雑な生物学的製剤（ペプチド、タ
ンパク質、核酸など）の溶解性、安定性、およびin vivoでの薬物動態プロファイルを改
善し、より効果的かつ安全な治療を実現する鍵となります。



背景・業界文脈

従来の薬物送達システムは、薬物の非特異的な分布、低い生体利用率、急速な分解とい
った課題に直面し、治療効果の限界や副作用の懸念がありました。ナノテクノロジーの
進展は、これらの課題に対する革新的な解決策を提供し、薬物送達システムを根本から
変えようとしています。ナノメディシンは、薬物を正確なタイミングで正確な場所に送
達することで、個別化医療と精密治療の実現に不可欠な基盤を提供します。

今後の展望

先進ナノメディシン戦略は、癌、感染症、神経変性疾患、自己免疫疾患など、様々な難
病に対する治療法の開発に大きな影響を与えるでしょう。特に、LNPの成功が示すよう
に、ナノキャリア技術は、新規モダリティ医薬品（mRNA、siRNA、CRISPRなど）の臨
床応用を加速させる可能性を秘めています。今後は、これらの技術のさらなる最適化、
安全性評価、そして大規模製造プロセスの確立が、広範な臨床応用への道を開く鍵とな
ります。

元記事: https://think.taylorandfrancis.com/article_collections/advanced-nanomedicine-strategies-for-

targeted-drug-delivery-and-precision-therapeutics/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://think.taylorandfrancis.com/article_collections/advanced-nanomedicine-strategies-for-targeted-drug-delivery-and-precision-therapeutics/
https://think.taylorandfrancis.com/article_collections/advanced-nanomedicine-strategies-for-targeted-drug-delivery-and-precision-therapeutics/


#04 ナノコンポジット材料の革新が航空宇宙および自動車
産業における軽量・高性能化需要に対応

004_ナノコンポジット材料の革新が航空宇宙および自動車産業における軽量・高性能化需要
に対応

概要

ナノテクノロジー会議のセッション発表は、航空宇宙および自動車産業における軽量

で高性能な材料への高まる需要に対し、ナノコンポジット技術が大きな進歩を遂げて
いることを強調しました。これらの材料は、強度、耐久性、軽量化を飛躍的に向上さ
せ、燃費向上と全体的な性能向上に貢献します。本セッションでは、航空宇宙および

自動車分野への応用を中心に、ナノコンポジットおよび軽量材料の最新イノベーショ
ンが議論されました。

公開日 日付不明  Nanotech Conference  国際



詳細

主要成果

ナノテクノロジー会議におけるセッション発表は、航空宇宙および自動車産業における
軽量で高性能な材料への需要急増に対し、ナノコンポジット技術が著しい進歩を遂げて
いることを明らかにしました。これらの材料は、従来の素材と比較して強度、耐久性、
そして軽量化において優位性を示し、燃料効率の向上と製品全体のパフォーマンス向上
に大きく貢献する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

ナノコンポジットは、ポリマー、金属、セラミックスなどのマトリックス材料に、ナノ
スケールの充填材（カーボンナノチューブ、グラフェン、ナノセルロース、ナノクレイ
など）を組み込むことで製造されます。これらのナノ充填材は、マトリックス材料の分
子レベルでの相互作用を通じて、従来の複合材料では達成困難な特性の向上をもたらし
ます。具体的には、引張強度、曲げ強度、衝撃吸収性などの機械的特性が飛躍的に向上
します。また、比重が低いナノ充填材を使用することで、部品の軽量化が実現され、航
空機では燃料消費量の削減、自動車では電気自動車の航続距離延長に直結します。さら
に、ナノ材料が持つ固有のバリア特性により、耐食性や耐摩耗性も改善され、製品の寿
命延長に寄与します。

背景・業界文脈

航空宇宙産業では、厳格な安全基準を満たしつつ、燃費効率を高めるための軽量化が常
に最優先事項です。一方、自動車産業では、特に電気自動車の普及に伴い、バッテリー
の大型化と相殺するための車体軽量化が重要な課題となっています。また、カーボンニ
ュートラル目標の達成に向け、持続可能な材料への移行も進められています。ナノコン
ポジットは、これらの要求に応えるための有力なソリューションとして、業界から大き
な期待が寄せられています。



今後の展望

ナノコンポジット技術は、航空宇宙および自動車産業において、今後数年間でさらに幅
広い応用が見込まれます。研究開発の焦点は、製造プロセスのスケーラビリティ、コス
ト効率の改善、そして長期間にわたる性能と信頼性の確保に移っていくでしょう。さら
に、スマートセンサー機能や自己修復機能を組み込んだ「スマートナノコンポジット」
の開発も進められており、将来的にはより高機能で安全性の高い交通手段の実現に貢献
すると期待されています。

元記事: https://www.nanotechconference.org/scientific-sessions/Nanocomposites

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nanotechconference.org/scientific-sessions/Nanocomposites


#05 ロシア・ノボシビルスク裁判所、OCSiAl創業者の企
業から93.6億ルーブルを回収：グラフェンナノチューブ特
許巡る訴訟で判決

005_ロシア・ノボシビルスク裁判所、OCSiAl創業者の企業から93.6億ルーブルを回収：グラフ
ェンナノチ

概要

ロシアのノボシビルスク地方裁判所は、グラフェンナノチューブ製造メーカーOCSiAl

の創業者ミハイル・プレドテチェンスキー氏および3つの関連企業に対し、93.6億ルー

ブル（約160億円）の回収請求を認める判決を下しました。この判決は、ノボシビルス
クで開発されたグラフェンナノチューブ合成方法の特許権をルクセンブルク企業MCD

Technologies S.A.R.L.から剥奪し、ロシア連邦を単独の特許権者とする検察庁の訴えを

認めたものです。これにより、OCSiAlの知的財産権と将来の事業戦略に重大な影響が
及ぶ可能性があります。

公開日 2026年06月18日  AK&M EN  ロシア



詳細

主要成果

ロシアのノボシビルスク地方裁判所は2026年6月18日、グラフェンナノチューブ製造の
主要企業OCSiAlの創業者であるミハイル・プレドテチェンスキー氏と3つの関連企業に
対し、合計93.6億ルーブル（約160億円相当）の回収請求を認める判決を下しました。
この決定は、ノボシビルスクで開発された革新的なグラフェンナノチューブ合成方法の
特許権を、ルクセンブルクに本拠を置くMCD Technologies S.A.R.L.から剥奪し、ロシア
連邦をその単独の特許権者とするよう求めた検察庁の訴えを認めるものでした。

技術・臨床詳細

この訴訟の核心は、OCSiAlが商業的に成功を収めているグラフェンナノチューブの合成
方法に関する特許権の帰属にあります。グラフェンナノチューブは、その卓越した電気
伝導性、機械的強度、熱安定性から、リチウムイオン電池、複合材料、電子機器など、
多岐にわたる産業での応用が期待されるナノ材料です。OCSiAlは、単層カーボンナノチ
ューブ（SWCNT）の大量生産技術において世界をリードしており、その特許は同社の
競争力の源泉でした。裁判所の判決は、これらの特許が元々ロシア国内で公的資金を用
いて開発されたものであり、不適切に海外企業に譲渡されたという検察の主張を支持し
た形となります。この判決は、特許権の正当な所有者をロシア連邦と認定し、関連する
収益の回収を命じたものです。

背景・業界文脈

OCSiAlは、ナノカーボン材料市場における主要プレイヤーの一つであり、特にSWCNT

の生産と供給において世界的リーダーです。同社の技術は、様々な製品の性能向上に貢
献しており、特に電気自動車バッテリー分野では、Volkswagen GroupのPowerCoのよう
な大手企業との提携も進めています。今回の判決は、国際的な知的財産権の複雑性と、
ロシア政府が国内技術の保護を強化している背景を浮き彫りにしています。多額の回収
請求と特許権の剥奪は、OCSiAlの事業運営、将来の投資、そして国際市場での地位に大
きな不確実性をもたらす可能性があります。



今後の展望

OCSiAlは、この判決に対して控訴する可能性がありますが、現時点では、同社の事業戦
略と研究開発活動に重大な影響を及ぼすことが予想されます。特に、特許を巡る紛争
は、同社の技術優位性を揺るがし、サプライチェーンパートナーとの関係にも影響を与
える可能性があります。この訴訟の結果は、ロシアにおけるナノテクノロジー関連企業
の知的財産戦略や、政府と民間企業の関係性において、今後の重要な先例となるでしょ
う。国際的な技術移転や共同開発プロジェクトにおける知的財産権の取り扱いについて
も、再考を促す動きとなるかもしれません。

元記事: https://www.akm.ru/eng/news/novosibirsk-court-recovered-9-3-billion-rubles-from-ocsial-

founder-s-companies-in-the-case-of-nanotu/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.akm.ru/eng/news/novosibirsk-court-recovered-9-3-billion-rubles-from-ocsial-founder-s-companies-in-the-case-of-nanotu/
https://www.akm.ru/eng/news/novosibirsk-court-recovered-9-3-billion-rubles-from-ocsial-founder-s-companies-in-the-case-of-nanotu/


#06 ナノセルロースベース材料、食品包装から生物医学ま
で多様な応用可能性：2026年ナノテクノロジー会議で発
表

006_ナノセルロースベース材料、食品包装から生物医学まで多様な応用可能性：2026年ナノ
テクノロジー会議で

概要

2026年ナノテクノロジー会議で、ナノセルロースベースの材料が食品包装から生物医
学科学まで幅広い分野で高い応用可能性を持つことが発表されました。これらの材料

は、生分解性、高い強度と剛性、そして非常に軽量であるという特徴を持ち、複合材
料の添加要素としてカーボンフットプリント削減に貢献します。高品質で環境に配慮
した製品提供を目指す製造業者にとって、重要なソリューションとなります。

公開日 日付不明  Nanoscience Summit (Nanotechnology Conference-MSNC 2026)  国際



詳細

主要成果

2026年ナノテクノロジー会議（Nanotechnology Conference-MSNC 2026）において、
ナノセルロースベースの材料が、食品包装から生物医学科学に至るまで、多岐にわたる
分野で非常に高い応用可能性を秘めていることが強調されました。これらの材料は、そ
の優れた生分解性と、高い強度および剛性を持ちながら非常に軽量であるというユニー
クな特性により、持続可能な材料ソリューションとして大きな注目を集めています。

技術・臨床詳細

ナノセルロースは、植物由来のセルロース繊維をナノスケールまで微細化したもので、
主にセルロースナノフィブリル（CNF）、セルロースナノクリスタル（CNC）、バクテ
リアセルロース（BC）の3種類があります。これらのナノ材料は、以下の特性により幅
広い応用が可能です。

高い機械的特性: 鋼鉄の数倍の引張強度と高い剛性を持つため、複合材料の補強材と
して使用することで、製品の強度と耐久性を大幅に向上させることができます。

軽量性: 非常に密度が低く軽量であるため、自動車や航空宇宙分野での軽量化に貢献
し、燃費向上やエネルギー効率の改善に寄与します。

生分解性および再生可能性: 天然由来であるため、環境負荷が低く、持続可能な材料
として注目されています。これは、プラスチック代替材料としての利用を促進しま
す。

高比表面積と化学修飾性: 高い比表面積は吸着剤としての利用を可能にし、表面の化
学修飾が容易なため、特定の機能（疎水性、導電性など）を付与することができま
す。

具体的には、食品包装においては、優れたガスバリア性を提供し、食品の鮮度保持期間
を延長します。生物医学科学では、組織工学足場、薬物送達システム、診断用センサー
などへの応用が期待されています。



背景・業界文脈

世界的な環境意識の高まりと、持続可能な開発目標（SDGs）へのコミットメントによ
り、産業界では環境負荷の低い材料への転換が急務となっています。特に、プラスチッ
ク廃棄物問題は深刻であり、生分解性で再生可能な代替材料への需要が高まっていま
す。ナノセルロースは、このニーズに応える最も有望な材料の一つとして位置付けられ
ており、製造業者がカーボンフットプリントを削減しながら高品質で高性能な製品を提
供するための鍵となります。

今後の展望

ナノセルロースベースの材料は、その多機能性と環境適合性により、今後さらに多くの
応用分野で採用されるでしょう。研究開発は、製造プロセスの効率化、コスト削減、そ
して特定の産業要件に合わせた機能の最適化に焦点が当てられると予想されます。特
に、大規模生産技術の確立と、複合材料としての性能をさらに引き出すための研究が、
市場拡大の鍵となるでしょう。これにより、様々な産業における持続可能性目標の達成
に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://nanosciencesummit.com/nanocellulose-based-materials

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://nanosciencesummit.com/nanocellulose-based-materials


#07 OCSiAl、フォルクスワーゲングループのPowerCoに
単層カーボンナノチューブを供給、EVバッテリー性能向
上に貢献

007_OCSiAl、フォルクスワーゲングループのPowerCoに単層カーボンナノチューブを供給、
EVバッテ

概要

OCSiAlは、フォルクスワーゲン（VW）グループのバッテリー製造子会社である
PowerCoのUnified Cellバッテリープラットフォーム向けに、単層カーボンナノチュー

ブ（SWCNT）を供給することが決定しました。OCSiAlのナノチューブ溶液は、グラフ
ァイトアノードに組み込まれることで、電気自動車（EV）バッテリーの安全性、充電
性能、バッテリー寿命を向上させます。この供給は、セルビアのOCSiAl工場から行わ

れ、EV市場の拡大に不可欠な高性能バッテリー技術の発展を加速させます。

公開日 2026年06月25日  OCSiAl Press room  ルクセンブルク



詳細

主要成果

OCSiAlは2026年6月25日、フォルクスワーゲン（VW）グループのバッテリー製造部門
であるPowerCoのUnified Cellバッテリープラットフォームに対し、単層カーボンナノチ
ューブ（SWCNT）の主要サプライヤーに選定されたことを発表しました。この戦略的
提携により、OCSiAl製のナノチューブ溶液がPowerCoのグラファイトアノードに統合さ
れ、電気自動車（EV）バッテリーの安全性、充電速度、そして全体的な寿命を大幅に向
上させる見込みです。

技術・臨床詳細

OCSiAlの単層カーボンナノチューブは、その卓越した電気伝導性と高いアスペクト比に
より、リチウムイオン電池の電極材料において、従来の導電性添加剤を凌駕する性能を
発揮します。ナノチューブ溶液がグラファイトアノードに添加されることで、活物質粒
子間に極めて効率的な導電ネットワークが構築されます。これにより、電子の移動経路
が増え、電極全体の抵抗が減少します。その結果、バッテリーの急速充電能力が向上
し、内部での発熱が抑制されるため安全性も高まります。さらに、ナノチューブが電極
の構造安定性を向上させることで、充放電サイクル中の体積変化による劣化が軽減さ
れ、バッテリーの寿命が延びることが期待されます。OCSiAlは、セルビアにある同社の
最先端工場からこれらのナノチューブを供給する計画です。

背景・業界文脈

自動車産業は、ガソリン車からEVへの大規模な転換期にあり、バッテリー技術の進歩が
EV市場の成長を左右する主要因となっています。特に、航続距離の延長、充電時間の短
縮、そして安全性の確保は、消費者のEV購入意欲を高める上で不可欠な要素です。
PowerCoが開発するUnified Cellプラットフォームは、VWグループの将来のEVモデルに
広く採用される予定であり、その高性能化は市場における競争力強化に直結します。
OCSiAlとPowerCoの提携は、このような業界のニーズに応えるための戦略的な動きであ
り、ナノテクノロジーが自動車産業の変革に果たす役割の大きさを象徴しています。



今後の展望

OCSiAlのSWCNTがPowerCoのEVバッテリーに採用されることは、高性能ナノカーボン
材料の商業的応用における重要なマイルストーンとなります。この技術は、VWグルー
プだけでなく、将来的には他の自動車メーカーのEVバッテリーにも影響を与える可能性
があります。今後、ナノチューブの製造スケールの拡大、コスト効率のさらなる改善、
そしてバッテリーシステム全体での最適化が焦点となるでしょう。この進展は、EVバッ
テリーの性能を新たなレベルに引き上げ、持続可能なモビリティ社会の実現に向けたグ
ローバルな取り組みを加速させることが期待されます。

元記事: https://ocsial.com/news/ocsial-to-supply-single-wall-carbon-nanotubes-to-powercos-

salzgitters-facility

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ocsial.com/news/ocsial-to-supply-single-wall-carbon-nanotubes-to-powercos-salzgitters-facility
https://ocsial.com/news/ocsial-to-supply-single-wall-carbon-nanotubes-to-powercos-salzgitters-facility


#08 Sigma-AldrichがPbS量子ドットの太陽光発電応用と
コア/シェルQD構造の進歩を強調：次世代太陽電池効率向
上の鍵

008_Sigma-AldrichがPbS量子ドットの太陽光発電応用とコアシェルQD構造の進歩を強調：次
世代

概要

Sigma-Aldrichの技術記事は、量子ドット（QD）ベースの太陽電池が次世代太陽光発電
技術として有望視されていることを強調しています。特にPbS QDsの太陽光発電応用

における有望性、CdS/CuInS2などのコア/シェルQD構造の進歩に焦点を当てていま
す。QDは調整可能なバンドギャップ、強い光吸収、溶液プロセス可能性、および多重
励起子生成（MEG）によるShockley-Queisser効率限界を超える可能性から、高効率化

の鍵となりますが、電荷再結合と低い光アノード面積カバレッジによる効率の課題も
指摘しています。

公開日 日付不明  Sigma-Aldrich  アメリカ



詳細

主要成果

Sigma-Aldrichの技術記事は、量子ドット（QD）ベースの太陽電池が次世代太陽光発電
技術として極めて有望であることを強調しています。特にPbS量子ドットの太陽光発電
への応用における高いポテンシャルと、CdS/CuInS2のようなコア/シェルQD構造の進歩
に焦点を当てており、これらの材料が従来の太陽電池の性能限界を打破する鍵となると
指摘しています。

技術・臨床詳細

量子ドット（QD）は、そのナノスケールサイズに由来する独特の量子力学的特性によ
り、調整可能なバンドギャップ、非常に強い光吸収能力、そして低コストでの溶液プロ
セス可能性という利点を提供します。これらの特性は、太陽電池の効率を大幅に向上さ
せる可能性を秘めています。さらに、QDは多重励起子生成（MEG）現象を示すことが
あり、これにより単一の光子から複数の電子-正孔ペアを生成できるため、従来の
Shockley-Queisser効率限界を超える可能性を秘めています。

記事では、特に以下の点が強調されています。

PbS QDの有望性: PbS（硫化鉛）量子ドットは、その広範囲の太陽スペクトル吸収能
力（特に近赤外領域）と、比較的容易な合成法から、QD太陽電池の効率向上に最も
有望な候補の一つとして挙げられています。

コア/シェルQD構造: CdS/CuInS2のようなコア/シェル構造を持つQDは、電荷分離効
率を向上させ、表面欠陥を抑制することで、全体の性能と安定性を改善します。シェ
ル層は、コアQDの表面パッシベーションを行い、非放射再結合を減少させます。

効率の課題: 現在のQD太陽電池は、主に電荷再結合の速度が速いことと、光アノード
（通常はTiO2メソポーラスフィルム）上でのQDの面積カバレッジが低いことによ
り、実用的な効率の課題に直面しています。これらの課題を克服するための研究が活
発に進められています。



背景・業界文脈

再生可能エネルギーへの世界的な移行が加速する中で、太陽光発電技術のさらなる効率
化とコストダウンは喫緊の課題です。従来のシリコンベースの太陽電池は、その製造プ
ロセスが高コストであり、また物理的な効率限界に近づいています。QD太陽電池は、
低コストで製造可能であり、柔軟な基板にも適用できる可能性を秘めているため、次世
代の革新的な太陽光発電技術として大きな期待を集めています。

今後の展望

QD太陽電池は、その固有の特性により、従来の太陽電池の限界を打ち破る可能性を秘
めています。今後、電荷再結合の抑制、QD層の品質向上、光アノードとの界面最適
化、そしてメガスカレイズ製造プロセスの開発が主要な研究課題となるでしょう。これ
らの課題が解決されれば、QD太陽電池は、低コストで高効率なエネルギー生産を実現
し、グローバルなエネルギー転換に不可欠な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://www.sigmaaldrich.com/US/en/technical-documents/technical-article/materials-science-

and-engineering/photovoltaics-and-solar-cells/quantum-dot-solar-cells

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sigmaaldrich.com/US/en/technical-documents/technical-article/materials-science-and-engineering/photovoltaics-and-solar-cells/quantum-dot-solar-cells
https://www.sigmaaldrich.com/US/en/technical-documents/technical-article/materials-science-and-engineering/photovoltaics-and-solar-cells/quantum-dot-solar-cells


#09 OCSiAl、上海APFE 2026に出展：グラフェンナノチ
ューブがフィルム・接着剤・コーティングの電気伝導性・
加熱性能・耐摩耗性を向上

概要

OCSiAlは、2026年6月24日から26日まで上海で開催されるAPFE 2026に出展し、グラフ

ェンナノチューブ技術を展示します。同社のTUBALL™ナノチューブは、フィルム、接
着剤、コーティングに安定した電気伝導性、加熱性能、光吸収、防塵効果、耐摩耗性
を提供します。わずか0.04 wt.%という少量から材料の製品価値を向上させる利点が紹

介され、様々な産業における高性能材料ソリューションの提供を強調します。

公開日 2026年06月24日  OCSiAl Events  ルクセンブルク



詳細

主要成果

OCSiAlは、2026年6月24日から26日まで上海で開催されるAPFE 2026（アジア国際テー
プ・フィルム・高機能材料展）にブース5T076で出展し、同社の革新的なグラフェンナ
ノチューブ技術を展示すると発表しました。OCSiAlのTUBALL™ナノチューブは、フィル
ム、接着剤、コーティングといった幅広い材料に対し、安定した電気伝導性、優れた加
熱性能、高い光吸収性、効果的な防塵機能、そして向上した耐摩耗性を提供することが
特徴です。

技術・臨床詳細

OCSiAlが提供するグラフェンナノチューブ、特にTUBALL™は、単層カーボンナノチュー
ブ（SWCNT）であり、その特異なナノスケール構造により、従来の導電性フィラーで
は達成できなかった性能向上を実現します。

安定した電気伝導性: TUBALL™ナノチューブは、非常に低い添加量（わずか0.04

wt.%）で材料中に効率的な導電ネットワークを形成します。これにより、静電気放
電（ESD）保護や、電磁波シールド（EMIシールド）などの用途で重要な、安定した
電気伝導性を付与できます。

加熱性能と光吸収: ナノチューブは高い熱伝導性と光吸収能力を持つため、発熱フィ
ルムや光センサー、ステルス材料などに応用可能です。

防塵効果と耐摩耗性: 材料表面にナノチューブを複合化することで、表面の硬度と耐
摩耗性が向上し、外部からの物理的損傷や粒子付着を抑制する防塵効果も期待できま
す。

少量添加での効果: わずか0.04 wt.%という極めて少ない添加量でこれらの性能向上を
実現できる点は、材料の物理的特性（透明性、柔軟性など）を維持しつつ、コストを
抑えながら製品価値を高める上で大きな利点となります。

ブースでは、これらのナノチューブが様々な材料の特性をどのように改善するかを示す
具体的な応用例が紹介される予定です。



背景・業界文脈

現代の産業界は、高性能、高耐久性、多機能性、そして持続可能性を兼ね備えた材料を
求めています。特に、電子機器、自動車、航空宇宙、建設、パッケージングなど、幅広
い分野で、従来の材料の限界を超える新しいソリューションが求められています。カー
ボンナノチューブ技術は、これらの要求に応えるための最も有望なナノ材料の一つとし
て、世界中で研究開発と商業化が進められています。OCSiAlは、SWCNTの大量生産技
術において世界をリードする企業であり、その製品は市場のニーズに合致しています。

今後の展望

APFE 2026でのOCSiAlの出展は、グラフェンナノチューブがフィルム、接着剤、コーテ
ィング分野でいかに多様な応用可能性を持つかを強調するものです。今後、TUBALL™ナ
ノチューブは、よりスマートで耐久性の高い電子部品、エネルギー効率の高い建材、高
性能な自動車部品など、様々な産業における製品イノベーションを加速させるでしょ
う。製造プロセスのさらなる最適化と、様々なマトリックス材料との適合性評価が、市
場拡大の鍵となると期待されています。

元記事: https://ocsial.com/events/ocsial-at-apfe-2026/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ocsial.com/events/ocsial-at-apfe-2026/


#10 OCSiAlニュースアーカイブページ公開：カーボンナ
ノチューブ応用・企業発表の最新情報を一括提供

概要

OCSiAlが最新のニュースアーカイブページを公開し、同社のカーボンナノチューブの
応用に関する情報や企業発表の包括的なリソースを提供しています。このページには
2026年を含む過去のニュースリリースが掲載されており、研究者、エンジニア、投資

家がOCSiAlの技術革新、市場動向、および戦略的発表を迅速かつ容易に把握できるプ
ラットフォームとなります。これにより、ナノカーボン材料の最前線にある同社の動
向を効率的に追跡することが可能です。

公開日 日付不明  OCSiAl News  ルクセンブルク



詳細

主要成果

OCSiAlは、同社のウェブサイト上で最新のニュースアーカイブページを公開しました。
このページは、OCSiAlの革新的なカーボンナノチューブ技術に関する応用情報、企業発
表、市場動向に関する包括的なリソースを提供します。特に、2026年を含む過去のニュ
ースリリースが網羅されており、研究者、エンジニア、投資家がOCSiAlの活動を効率的
に把握できる主要な情報源となります。

技術・臨床詳細

OCSiAlは、高性能の単層カーボンナノチューブ（SWCNT）の製造と応用において世界
をリードする企業です。SWCNTは、その優れた電気伝導性、機械的強度、熱安定性、
そして低密度から、様々な産業分野（電池、自動車、航空宇宙、建設、電子機器など）
で高性能材料として利用されています。OCSiAlのニュースアーカイブページでは、以下
のような具体的な技術応用に関する発表が含まれています。

バッテリー性能向上: リチウムイオン電池のエネルギー密度、急速充電能力、サイク
ル寿命を向上させるためのSWCNTの採用事例や、新しい導電性添加剤に関する情
報。

複合材料の強化: ポリマー、ゴム、セメントなどのマトリックス材料にSWCNTを添加
することで、材料の強度、耐久性、導電性、耐摩耗性を改善する応用例。

電子機器とセンサー: フレキシブルエレクトロニクス、導電性インク、高感度センサ
ーなど、SWCNTが新しい電子デバイスの実現に貢献する事例。

持続可能なソリューション: 材料の製造プロセスにおけるCO₂排出量削減や、リサイ
クル性の向上にSWCNTがいかに貢献するかに関する発表。

これらの情報は、OCSiAlの製品が様々な産業課題を解決し、技術革新を推進する上でい
かに重要であるかを示しています。



背景・業界文脈

ナノテクノロジーとナノ材料の分野は急速に進化しており、特にカーボンナノチューブ
は、そのユニークな特性から多くの産業で注目されています。OCSiAlのような企業は、
これらの先進材料を商業化し、具体的な応用分野での価値を創出することで、市場を牽
引しています。透明性の高い情報公開は、ステークホルダーが企業の戦略、技術開発の
進捗、そして市場への影響を理解する上で不可欠です。

今後の展望

OCSiAlのニュースアーカイブページは、同社がナノカーボン材料市場におけるリーダー
シップを維持し、将来の成長機会を探求していることを示すものです。今後も、新しい
製品開発、戦略的パートナーシップ、そして世界的な市場拡大に関する発表が期待され
ます。この情報プラットフォームは、OCSiAlの技術革新が次世代の高性能材料と持続可
能なソリューションをどのように形作っていくかを理解するための重要な窓口となるで
しょう。

元記事: https://ocsial.com/news/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ocsial.com/news/


#11 軽活性ナノ材料、抗生物質耐性創傷感染症に対し動物
実験で細菌99%削減を達成

概要

科学者たちは、光活性化ナノ材料を用いて抗生物質耐性創傷感染症、特にバイオフィ
ルムを伴う感染症の治療法を開発し、動物実験で最大99%の細菌減少効果を示した。
この治療法は、金ナノ粒子と酸化グラフェン量子ドットを組み合わせ、制御された熱

と活性酸素種を利用することで、より迅速な創傷治癒を促進する。糖尿病性潰瘍や重
度の火傷といった難治性創傷に対する新たな解決策となり、従来の抗生物質治療が困
難な状況を打開する可能性を秘めている。

公開日 2026年06月18日  The Economic Times  インド



詳細

主要成果

抗生物質が効かない危険な創傷感染症に対し、光活性化ナノ材料が動物実験で最大99%

の細菌減少を達成しました。この革新的なアプローチは、糖尿病性潰瘍や重度の火傷な
ど、従来の治療法では対応困難な創傷の迅速な治癒を促進する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発された治療法は、光活性化ナノ材料を利用しており、特にバイオフィルムを形成
する抗生物質耐性菌に効果を発揮します。

技術の核となるのは、金ナノ粒子と酸化グラフェン量子ドットの組み合わせです。こ
れらが光照射によって活性化され、制御された熱と活性酸素種を発生させることで、
細菌を効果的に殺滅します。

動物モデルを用いた前臨床試験では、このナノ材料が創傷部位の細菌数を最大99%減
少させることが確認されました。これは、抗生物質単独では達成困難なレベルの殺菌
効果を示唆しています。

従来の抗生物質治療に抵抗性を示す細菌、特にバイオフィルム内部に隠れた細菌群に
対して、物理的な作用と化学的な作用を組み合わせることで、強固な防御層を突破し
ます。

背景・業界文脈

世界的に抗生物質耐性菌の増加は深刻な公衆衛生上の脅威となっており、特に創傷感染
症においては治療選択肢が限られています。現在の抗生物質は、バイオフィルムによっ
て保護された細菌には効果が薄く、これが難治性創傷の一因となっています。このナノ
テクノロジーベースの治療法は、この既存の治療ギャップを埋めるものです。

ナノ医療分野では、ターゲット指向性送達や耐性回避の可能性から、ナノ粒子を利用し
た抗菌戦略の研究が活発です。本研究は、薬剤を使わずに物理化学的メカニズムで細菌
を攻撃する点で、新たなパラダイムを提示します。



今後の展望

今回の動物実験での有望な結果は、ヒトでの臨床応用に向けた重要な一歩です。将来的
には、この光活性化ナノ材料が、病院内感染の主要因であるMRSAなどの多剤耐性菌に
よる創傷感染症の標準治療となり、患者のQOL向上と医療費削減に貢献することが期待
されます。さらなる安全性評価と有効性の検証のための臨床試験が待たれます。

元記事: https://m.economictimes.com/news/international/us/a-new-nanotech-breakthrough-could-

help-heal-dangerous-wounds-antibiotics-cant-treat/articleshow/131832665.cms

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://m.economictimes.com/news/international/us/a-new-nanotech-breakthrough-could-help-heal-dangerous-wounds-antibiotics-cant-treat/articleshow/131832665.cms
https://m.economictimes.com/news/international/us/a-new-nanotech-breakthrough-could-help-heal-dangerous-wounds-antibiotics-cant-treat/articleshow/131832665.cms


#12 OCSiAl、フォルクスワーゲン傘下PowerCoの
「Unified Cell」電池に単層カーボンナノチューブTUBALL
を供給

概要

単層カーボンナノチューブ（SWCNT）の世界的なリーダーであるOCSiAlは、フォルク

スワーゲン・グループの電池製造子会社PowerCoに対し、その「Unified Cell」電池プ
ラットフォーム向けにTUBALLナノチューブを供給すると発表した。これらのナノチュ
ーブはグラファイトアノードの電気伝導性および放熱性を向上させ、過熱せずに高い

充電・放電電流を可能にする。この技術は、電池の安全性、充電性能、および寿命の
改善に貢献し、欧州内の重要な電池材料供給をセルビアのOCSiAl施設から支援する。

公開日 2026年06月25日  OCSiAl  ルクセンブルク



詳細

主要成果

単層カーボンナノチューブ（SWCNT）のリーディングプロデューサーであるOCSiAl

は、フォルクスワーゲン・グループのバッテリー製造子会社PowerCoの「Unified Cell」
バッテリープラットフォーム向けに、同社のTUBALLナノチューブを供給することを発
表しました。この供給契約は、OCSiAlのナノテクノロジーが次世代電気自動車用バッテ
リーの性能と安全性を飛躍的に向上させる可能性を明確に示しています。

技術・臨床詳細

OCSiAlのTUBALLナノチューブは、バッテリーのグラファイトアノードに添加される
ことで、その電気伝導性と放熱性を大幅に向上させます。

このナノチューブは、アノード材料内部に微細な導電性ネットワークを形成し、電子
の移動を効率化します。これにより、バッテリーは過度な発熱を抑えながら、より高
い充電・放電電流に耐えることができます。

熱管理の改善は、バッテリーの安全性向上に直結し、特に高速充電時における熱暴走
のリスクを低減します。

さらに、改良された充電性能と熱安定性は、バッテリーの全体的なサービス寿命の延
長にも貢献します。

TUBALLナノチューブは、既存のバッテリー技術にわずかな添加量で大きな性能向上
をもたらす、費用対効果の高いソリューションです。

供給はセルビアにあるOCSiAlの施設から行われ、欧州域内での重要なバッテリー材
料サプライチェーンの確立を支援します。

背景・業界文脈

電気自動車市場の急速な拡大に伴い、バッテリーの性能、安全性、寿命の向上は自動車
メーカーにとって最優先課題です。特に、高速充電に対応し、エネルギー密度を高めつ
つ、同時に安全性を確保する技術が求められています。フォルクスワーゲン・グループ
のPowerCoは、独自の「Unified Cell」戦略を通じて、バッテリー製造の垂直統合と性能
向上を目指しており、OCSiAlとの提携はその戦略の重要な柱となります。



単層カーボンナノチューブは、その卓越した電気的・機械的特性から、次世代バッテリ
ー材料として大きな注目を集めています。今回の提携は、ナノ材料が自動車産業の主要
サプライチェーンに本格的に組み込まれる動きを象徴するものです。

今後の展望

OCSiAlとPowerCoの提携は、電気自動車用バッテリー技術の標準を再定義する可能性を
秘めています。TUBALLナノチューブがPowerCoの「Unified Cell」に統合されること
で、将来のEVは、より迅速な充電、長い航続距離、そして向上した安全性を提供できる
ようになるでしょう。この成功事例は、他の自動車メーカーやバッテリーメーカーがナ
ノ材料技術の導入を加速させるきっかけとなり、サプライチェーン全体での技術革新を
促進すると予想されます。また、欧州域内での材料供給は、地政学的リスクの低減にも
貢献します。

元記事: https://ocsial.com/news/ocsial-to-supply-single-wall-carbon-nanotubes-to-powercos-salzgitter-

facility/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ocsial.com/news/ocsial-to-supply-single-wall-carbon-nanotubes-to-powercos-salzgitter-facility/
https://ocsial.com/news/ocsial-to-supply-single-wall-carbon-nanotubes-to-powercos-salzgitter-facility/


#13 中国Prinanoがフォトニックチップ向けナノインプリ
ント露光装置で8インチウェハー量産を実証、DUV比10分
の1のコストでCanonの優位性に挑戦

概要

中国のスタートアップPrinano Technologyが開発した真空空気浮上式ウェハーレベル・
ナノインプリント露光装置「PL-AS」が、8インチフォトニックチップウェハーの量産

検証を完了し、従来の深紫外線（DUV）露光装置を使用せずに製造を実現した。この
成果により、製造コストを従来の約10分の1に削減できると報じられており、残差層の

ばらつきは2nm以下、特徴寸法は10nm以下を達成。同装置は100%国産部品で構成さ
れ、Canonをはじめとする海外サプライヤーが長年支配してきたナノインプリント露
光装置市場に挑戦し、中国の半導体産業におけるサプライチェーンリスク低減と技術

自立に貢献する。

公開日 2026年06月20日  複数の報道機関 (香港NTI、Semiconductor Engineering、Loano via

YouTube)  中国



詳細

主要成果

中国のスタートアップ企業Prinano Technologyは、同社製の真空空気浮上式ウェハーレ
ベル・ナノインプリント露光装置「PL-AS」が、8インチフォトニックチップウェハーの
量産製造検証を完了したと発表しました。この技術は、従来の深紫外線（DUV）露光装
置を使用することなく、製造コストを約10分の1に削減できる可能性を秘めており、残
差層のばらつきを2nm以下、特徴寸法を10nm以下に制御できるとされています。これ
は、フォトニックチップ、光通信モジュール、光相互接続デバイスの製造において、
ASMLのDUV露光やCanonのナノインプリント技術が持つ海外サプライヤーの長年の支
配的地位に挑戦する、中国半導体産業にとって戦略的に重要なブレークスルーです。

技術・臨床詳細

PrinanoのPL-AS装置は、独自の真空空気浮上技術を採用し、ウェハー全体にわたる均
一な加圧と高精度なナノスケールパターン転写を実現します。

この装置は、サブ2nmの残差層（residual layer）のばらつきと、サブ10nmの特徴寸
法（feature size）を実現する能力を持つとされています。これは、光性能が物理的
形状に強く依存するフォトニックチップにとって極めて重要な要素です。

DUV露光装置と比較して、製造コストを約90%削減できると報告されており、これは
既存のハイエンド露光技術の約10分の1に相当します。

また、インプリントテンプレートの寿命が従来の5倍に延長されると主張されてお
り、消耗品コストの削減と生産効率の向上に寄与します。

PL-ASは100%国産部品で構成されているため、国際的な技術制裁やサプライチェー
ンの地政学的リスクから中国の半導体製造産業を保護する上で重要な意味を持ちま
す。

同装置は、フォトニックチップに加え、光通信モジュール、光相互接続デバイスとい
った分野での応用が期待されています。



背景・業界文脈

人工知能（AI）の進化に伴い、より高速で低発熱なデータ転送を実現するオンチップフ
ォトニクスへの需要が急速に高まっています。従来のDUV露光は高コストで複雑であ
り、フォトニックチップのスケーラブルな製造には新たな技術が求められていました。
ナノインプリント露光は、その高解像度、低コスト、シンプルさから、フォトニックチ
ップの微細加工技術として再び注目されています。

これまでナノインプリント露光装置市場は、日本のCanonをはじめとする数社の海外企
業が技術的優位性を確立していました。今回のPrinanoの成果は、中国が半導体製造技
術の自立を目指す中で、外部技術への依存を低減し、国内サプライチェーンを強化する
上での画期的な進展です。

今後の展望

PrinanoのPL-AS装置の量産検証成功は、中国がASMLやCanonのような国際的な主要企
業に依存せず、独自のハイエンド半導体製造能力を構築できる可能性を示唆していま
す。この技術が幅広い産業で導入されれば、フォトニックチップのコストが大幅に下が
り、光通信やデータセンター、AIハードウェアなど多岐にわたる分野でのイノベーショ
ンが加速するでしょう。ただし、第三者による歩留まりと生産量の独立した検証が、そ
の真の市場インパクトを決定する上で重要です。Canonもナノインプリント技術の商業
化に注力しており、2027年までの高容量製造導入を目標としているため、市場での競争
は激化すると予想されます。

元記事: https://www.hknti.com/blog/9305/replacing-duv-china039s-first-domestic-nanoimprint-

lithography-machine-enters-the-photonic-chip-arena

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.hknti.com/blog/9305/replacing-duv-china039s-first-domestic-nanoimprint-lithography-machine-enters-the-photonic-chip-arena
https://www.hknti.com/blog/9305/replacing-duv-china039s-first-domestic-nanoimprint-lithography-machine-enters-the-photonic-chip-arena


#14 Beam Therapeuticsの肝臓標的型LNP製剤「BEAM-
304」、フェニルケトン尿症治療薬としてFDAからINDク
リアランス獲得

概要

Beam Therapeuticsは、フェニルケトン尿症（PKU）の治療を目的とした肝臓標的型脂

質ナノ粒子（LNP）製剤「BEAM-304」の治験薬申請（IND）が米国FDAによってクリ
アされたと発表した。BEAM-304は、PAH（フェニルアラニン水酸化酵素）遺伝子の変
異を修正することで、PAH酵素活性を回復させ、毒性フェニルアラニン（Phe）レベル

を低下させることを目指す。これにより、PKU患者が食事制限を緩和し、食事の正常
化を可能にすることが期待されており、安全性、忍容性、および血中Pheレベル低下効
果を評価する第1/2相臨床試験が開始される。

公開日 2026年06月18日  Beam Therapeutics  アメリカ



詳細

主要成果

Beam Therapeuticsは、フェニルケトン尿症（PKU）患者向けの画期的な治療薬候補であ
る肝臓標的型脂質ナノ粒子（LNP）製剤「BEAM-304」について、米国食品医薬品局
（FDA）から治験薬申請（IND）のクリアランスを獲得しました。このINDクリアランス
は、遺伝子編集技術を用いたPKUの治療に向けた重要なマイルストーンであり、第1/2

相臨床試験の開始を可能にします。

技術・臨床詳細

BEAM-304は、塩基編集（base editing）試薬を肝臓に特異的に送達するために設計
されたLNP製剤です。

作用機序は、フェニルケトン尿症の主要原因であるフェニルアラニン水酸化酵素
（PAH）遺伝子の変異を直接修正することにあります。この遺伝子修正により、失わ
れたPAH酵素の活性が回復し、体内の毒性のあるフェニルアラニン（Phe）レベルが
低下することが期待されます。

PKU患者は生涯にわたる厳しい食事制限を強いられていますが、BEAM-304はこれら
の制限を緩和し、最終的には食事の正常化を目指すことを可能にする潜在力を持って
います。

計画されている第1/2相臨床試験では、PKU患者におけるBEAM-304の安全性、忍容
性、および血中Pheレベルの低下効果、そして食事制限緩和の可能性が評価されま
す。

LNP技術は、遺伝子編集ツール（この場合は塩基編集試薬）をin vivoで目的の細胞に
効率的に送達するための鍵となる技術であり、肝臓への高いターゲティング能力が期
待されています。

背景・業界文脈

フェニルケトン尿症は、PAH遺伝子の変異によって引き起こされる稀な遺伝性代謝疾患
で、体内でフェニルアラニンを代謝できないために、脳に損傷を与える可能性のある
Pheが蓄積します。現在の治療法は厳格な食事制限が中心であり、患者と家族にとって
大きな負担となっています。遺伝子編集技術は、このような遺伝性疾患の根本的な治療
法として大きな期待を集めており、特にin vivoでの遺伝子修正は、一度の治療で生涯に
わたる効果をもたらす可能性を秘めています。



Beam Therapeuticsは、塩基編集技術のパイオニアであり、今回のINDクリアランスは、
同社のプラットフォームが単一塩基レベルでの疾患修正に実臨床で応用される可能性を
広げるものです。LNP技術の進歩は、mRNAワクチンで示されたように、遺伝子治療薬
のデリバリーにおけるブレークスルーとなっています。

今後の展望

BEAM-304の第1/2相臨床試験の開始は、PKU治療において新たな時代の幕開けを告げる
ものです。もし臨床試験で安全性と有効性が確認されれば、これはPKU患者の生活を一
変させ、食事制限から解放される可能性を提供する画期的な治療法となるでしょう。こ
の成功は、LNPベースのin vivo遺伝子編集技術が他の多くの遺伝性疾患の治療に応用さ
れる道を開く可能性があり、遺伝子治療分野全体に大きな影響を与えることが期待され
ます。

元記事: https://investors.beamtx.com/news-releases/news-release-details/beam-therapeutics-

announces-clearance-investigational-new-drug-0/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://investors.beamtx.com/news-releases/news-release-details/beam-therapeutics-announces-clearance-investigational-new-drug-0/
https://investors.beamtx.com/news-releases/news-release-details/beam-therapeutics-announces-clearance-investigational-new-drug-0/


#15 Argo Graphene Solutions、GrapherryからSTREAM
グラフェン生産プラットフォームのライセンス契約を締結

概要

Argo Graphene Solutions Corp.は、Grapherry, Inc.が所有する独自のSTREAMグラフェ
ン生産プラットフォームおよび関連知的財産に関するライセンス契約を締結した。米
国に拠点を置くGrapherryは、炭素系原料からスケーラブルな方法で高品質グラフェン

を開発・商業化することに注力しており、建設材料、インフラ、農業、エネルギー貯
蔵といった産業応用を目指している。本契約には、Argoが資金調達完了、グラフェン
生産施設の稼働、収益マイルストーン達成時にGrapherryへ普通株を発行する条件が含

まれている。

公開日 2026年06月25日  Newsfile Corp. via StockTitan  カナダ



詳細

主要成果

Argo Graphene Solutions Corp.は、Grapherry, Inc.との間で、Grapherryの独自のSTREAM

グラフェン生産プラットフォームおよび関連する知的財産に関するライセンスおよび技
術移転契約を締結しました。この契約は、Argoがスケーラブルで高品質なグラフェン製
品の製造能力を確立し、多様な産業分野への商業化を加速するための重要なステップと
なります。

技術・臨床詳細

ライセンス対象となるGrapherryのSTREAMグラフェン生産プラットフォームは、炭
素系原料から高品質のグラフェンを効率的かつスケーラブルに製造するための独自の
技術です。

この技術は、建設材料の強度向上、インフラの耐久性向上、農業分野での収量増加、
そしてエネルギー貯蔵ソリューションの効率化など、幅広い産業応用を目指していま
す。

Grapherryは、米国を拠点とする企業であり、高品位グラフェンの開発と商業化に特
化しています。

本契約では、Argo Graphene Solutionsが特定の条件、すなわち資金調達の完了、グ
ラフェン生産施設の稼働開始、および収益マイルストーンの達成に応じて、
Grapherryに対して普通株を発行するという条件が盛り込まれています。

この契約は、技術の移転と、その後の生産・商業化における協力関係を強固にするも
のです。

背景・業界文脈

グラフェンは、その並外れた強度、電気伝導性、熱伝導性から「夢の素材」として注目
されており、様々な産業分野での応用が期待されています。しかし、高品質なグラフェ
ンを効率的かつコスト競争力のある方法で大量生産する技術は、長らく商業化への大き
な課題でした。GrapherryのSTREAMプラットフォームは、この課題を克服する可能性を
秘めた技術として位置づけられます。



Argo Graphene Solutionsのような企業は、このような先進的な生産技術を獲得すること
で、グラフェン市場における競争力を高め、新たな市場機会を開拓しようとしていま
す。今回の契約は、グラフェン産業が研究開発段階から大規模な商業化段階へと移行し
ていることを示しています。

今後の展望

GrapherryのSTREAMプラットフォームの導入により、Argo Graphene Solutionsは、建
築、インフラ、農業、エネルギー貯蔵など、広範な産業でグラフェンベースの製品を展
開する体制を強化します。この技術移転は、高品質グラフェンの供給を安定させ、コス
トを低減することで、グラフェンを主流素材として採用する新たなアプリケーションの
開発を加速させるでしょう。普通株の発行条件は、両社の長期的なパートナーシップ
と、技術の商業的成功へのコミットメントを示しており、今後の事業展開が注目されま
す。

元記事: https://www.newsfilecorp.com/release/302811/Argo-Graphene-Solutions-Corp.-Announces-

Closing-of-License-and-Technology-Transfer-Agreement-with-Grapherry-Inc.-and-Management-Update

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.newsfilecorp.com/release/302811/Argo-Graphene-Solutions-Corp.-Announces-Closing-of-License-and-Technology-Transfer-Agreement-with-Grapherry-Inc.-and-Management-Update
https://www.newsfilecorp.com/release/302811/Argo-Graphene-Solutions-Corp.-Announces-Closing-of-License-and-Technology-Transfer-Agreement-with-Grapherry-Inc.-and-Management-Update


#16 イスラエル工科大学、化学療法薬不使用でトリプルネ
ガティブ乳がんの増殖を停止するナノ粒子を開発

概要

イスラエル工科大学（テクニオン）の科学者たちは、化学療法薬や薬剤を使用せずに

攻撃性の高い「トリプルネガティブ乳がん」腫瘍の増殖を雌マウスで成功裏に停止さ
せるナノ粒子を開発した。この薬剤不使用のナノ医療アプローチは、高度な免疫療法

治療と同等の結果を達成したと報じられている。この画期的な成果は、致死性の高い
この疾患に対し、化学物質を使用しない新たな治療法の道を開く可能性を秘めてい
る。研究成果は学術誌『ACS Nano』に掲載された。

公開日 2026年06月25日  The Australian Jewish News (reprinting The Times of Israel)  イスラエ
ル



詳細

主要成果

イスラエル工科大学（テクニオン）の科学者チームは、化学療法薬やその他の薬剤を一
切使用せずに、攻撃性の高い「トリプルネガティブ乳がん」（TNBC）の腫瘍増殖を雌
マウスで効果的に停止させるナノ粒子を開発しました。この薬剤不使用のナノ医療アプ
ローチは、これまでの高度な免疫療法治療と同等の治療効果を達成したと報告されてお
り、最も致死性の高い乳がんの一種に対する画期的な化学物質フリー治療法の可能性を
示しています。

技術・臨床詳細

開発されたナノ粒子は、薬剤を搭載せず、その物理的特性と生物学的相互作用を通じ
て抗腫瘍効果を発揮します。具体的なメカニズムとしては、ナノ粒子が腫瘍微小環境
に選択的に蓄積し、腫瘍細胞の増殖シグナル伝達経路を妨害するか、アポトーシス
（細胞死）を誘導することが考えられます。

雌マウスを用いた前臨床モデルでは、トリプルネガティブ乳がんの腫瘍サイズと増殖
速度がナノ粒子治療によって顕著に抑制され、多くの場合で腫瘍の進行が停止しまし
た。

治療結果は、現在の臨床で利用されているか、あるいは開発中の高度な免疫療法と同
等の有効性を示すものであり、安全性プロファイルにおいて薬剤に関連する副作用が
観察されなかった点が特筆されます。

トリプルネガティブ乳がんは、ホルモン受容体（エストロゲン、プロゲステロン）お
よびHER2受容体の発現がないため、標的薬が少なく、化学療法に頼らざるを得ない
ことが多い疾患です。このナノ粒子は、これらの受容体発現に依存しない新しい治療
戦略を提供する可能性があります。

研究成果は、権威ある科学雑誌『ACS Nano』に掲載され、その科学的妥当性が裏付
けられています。



背景・業界文脈

トリプルネガティブ乳がんは、他の乳がんタイプに比べて再発率が高く、転移しやす
く、予後が不良であることが知られています。治療選択肢が限られており、多くの場
合、副作用の大きい化学療法が中心となります。そのため、より効果的で副作用の少な
い治療法の開発が喫緊の課題とされています。ナノ医療は、薬剤送達、診断、治療にお
いて新たな可能性を切り開いており、特に薬剤不使用のアプローチは、副作用の低減と
いう点で大きなメリットがあります。

今回の研究は、薬剤フリー治療という点で、がん治療のパラダイムシフトをもたらす可
能性を秘めています。

今後の展望

この画期的なナノ粒子技術は、トリプルネガティブ乳がんの治療に革命をもたらす可能
性があります。マウスモデルでの成功は初期段階ですが、今後、ヒトでの臨床試験に進
むことができれば、副作用の少ない効果的な化学物質フリー治療法として、多くの患者
に希望を与えるでしょう。また、このアプローチが他の難治性がん種にも応用可能であ
るかどうかの研究も進められることが期待されます。ナノテクノロジーががん治療の未
来をどのように変えるかを示す、重要な事例となるでしょう。

元記事: https://www.australianjewishnews.com/israeli-drug-free-nanomedicine-breakthrough/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.australianjewishnews.com/israeli-drug-free-nanomedicine-breakthrough/


#17 Labcorp、ワクチン・遺伝子治療向け非ウイルスベク
ターとしての脂質ナノ粒子（LNP）開発を強化

概要

Labcorpは、ワクチン、がん治療、細胞・遺伝子治療において、核酸デリバリーの効果
的な非ウイルスベクターとして脂質ナノ粒子（LNP）の重要性を強調している。業界
の主要課題は、十分な安全性と安定性を備えた新規LNPの開発と、臨床・商業利用の

ためのスケーラブルな調製方法の確立にある。Labcorpのバイオ医薬品CMC GMP R&D

チームは、自己増幅型mRNAのカプセル化や遺伝子編集用Cas9-mRNAのデリバリーな
ど、様々なアプリケーション向けLNP製剤を開発し、タンパク質発現に成功してい

る。

公開日 2026年06月23日  Labcorp  アメリカ



詳細

主要成果

Labcorpは、ワクチン、がん治療、細胞・遺伝子治療分野において、核酸を効率的にデ
リバリーする非ウイルスベクターとしての脂質ナノ粒子（LNP）の役割を強化している
ことを強調しました。同社のバイオ医薬品CMC GMP R&Dチームは、安全性と安定性を
備えたLNP製剤の開発とスケーラブルな製造方法の確立において、重要な進展を遂げて
います。

技術・臨床詳細

LNPは、mRNAやsiRNA、Cas9-mRNAなどの核酸分子を細胞内へ効率的に送達するた
めの非ウイルス性デリバリーシステムとして機能します。これにより、従来のウイル
スベクターに伴う免疫原性や製造上の課題を回避できる可能性があります。

Labcorpのチームは、自己増幅型mRNAをカプセル化するLNPや、遺伝子編集に用い
られるCas9-mRNAをデリバリーするLNPなど、多様なアプリケーションに対応する
製剤を開発しました。

これらのLNP製剤は、細胞内で目的のタンパク質が確実に発現されることを実証して
おり、その機能性が確認されています。

業界の主要な課題は、臨床および商業規模での利用に対応できる、高い安全性プロフ
ァイルと長期安定性を備えた新規LNPの開発と、そのスケーラブルな製造方法の確立
です。Labcorpは、これらの課題解決に貢献する専門知識と技術を提供しています。

GMP（Good Manufacturing Practice）に準拠した研究開発を通じて、臨床試験から
商業生産まで一貫したLNP製造ソリューションを提供することを目指しています。

背景・業界文脈

mRNAワクチンがCOVID-19パンデミックで驚異的な成功を収めて以来、LNPは遺伝子治
療および細胞治療の分野で最も有望なデリバリー技術の一つとして注目されています。
特に、in vivoでの遺伝子編集や再生医療において、特定の臓器や細胞型に核酸を正確か
つ安全に送達する能力は、治療効果を最大化し、副作用を最小化するために不可欠で
す。



多くの製薬・バイオテクノロジー企業がLNP技術の最適化に取り組んでいますが、その
複雑な組成と製造プロセスは、技術的な障壁となっています。LabcorpのようなCRO

（医薬品開発業務受託機関）がこの分野で専門知識を提供することは、LNPベースの新
規医薬品開発を加速する上で極めて重要です。

今後の展望

LabcorpによるLNP製剤開発の強化は、次世代ワクチン、遺伝子編集治療、細胞療法の
迅速な市場投入に不可欠なサービスを提供します。LNP技術の安全性、安定性、スケー
ラビリティの向上が進むことで、より広範な疾患に対する革新的な治療法が実現可能と
なり、医薬品開発のフロンティアがさらに拡大するでしょう。Labcorpの専門知識は、
多くの企業がLNPベースのパイプラインを臨床段階に進める上で、重要な役割を果たす
と期待されています。

元記事: https://www.labcorp.com/education-events/articles/formulation-development-lipid-

nanoparticles-non-viral-vector-vaccine-and-cell-and-gene-therapy

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.labcorp.com/education-events/articles/formulation-development-lipid-nanoparticles-non-viral-vector-vaccine-and-cell-and-gene-therapy
https://www.labcorp.com/education-events/articles/formulation-development-lipid-nanoparticles-non-viral-vector-vaccine-and-cell-and-gene-therapy


#18 中国研究者、超長尺・高収率銀ナノワイヤの効率的合
成に成功、透明導電体応用を加速

概要

中国の湖南大学と厦門大学の研究者らが、超長尺・高収率の銀ナノワイヤ（AgNWs）
を効率的に合成する過飽和変調戦略を開発した。2D材料のg-C₃N₄とMoS₂を反応に添
加することで、高純度の五重双晶Agシードがその場で形成され、平均長227 μm超、ア

スペクト比2200超、収率93%のAgNWsが得られた。このブレークスルーは『Nano

Research』に掲載され、透明導電体などの大規模な応用に向けて高品質AgNWsの理論
駆動型合成パスを提供する。

公開日 2026年06月23日  EurekAlert! (Hunan University and Xiamen University, China)  中国



詳細

主要成果

中国の湖南大学と厦門大学の研究者チームが、透明導電体用途に最適な、超長尺で高収
率の銀ナノワイヤ（AgNWs）を効率的に合成する新たな過飽和変調戦略を開発しまし
た。この画期的な手法により、平均長さ227マイクロメートル以上、アスペクト比2200

以上、収率93%という、非常に高品質なAgNWsの製造が可能になりました。この発見
は、ナノ材料科学における理論駆動型合成の重要な進展を意味します。

技術・臨床詳細

研究チームは、反応溶液に2D材料であるg-C₃N₄（グラファイト状窒化炭素）とMoS₂

（二硫化モリブデン）を添加するという独自の過飽和変調戦略を採用しました。

これらの2D材料の添加により、溶液中で高純度の五重双晶（penta-twinned）銀シー
ドがその場で（in-situ）効率的に形成されることが確認されました。この五重双晶構
造は、AgNWsの棒状成長を促進し、その単結晶性を保証する上で極めて重要です。

最適化された条件の下で合成されたAgNWsは、平均長さが227 μmを超えるという驚
異的な長さを達成しました。これは、既存の多くの合成手法を大きく上回る値です。

アスペクト比（長さと直径の比）も2200を超え、これによりAgNWsが透明導電体フ
ィルムとして使用された際に、低いシート抵抗と高い光透過率を両立させる上で有利
な特性をもたらします。

さらに、合成収率は93%という高効率を達成し、大量生産へのスケーラビリティがあ
ることを示唆しています。

この研究成果は、権威ある国際学術誌『Nano Research』に掲載され、その科学的妥
当性が認められています。

背景・業界文脈

銀ナノワイヤは、高い電気伝導性、優れた光透過性、柔軟性を持つことから、タッチス
クリーン、フレキシブルディスプレイ、有機EL照明、太陽電池などの透明導電体材料と
してITO（酸化インジウムスズ）に代わる有望な候補として注目されています。しか
し、これまでAgNWsの合成は、長さの均一性、収率、そして大規模生産におけるコス
トと複雑さが課題となっていました。



今回の研究は、これらの課題を克服するための理論に基づいた合成戦略を提示してお
り、透明導電体市場におけるAgNWsの普及を大きく加速させる可能性を秘めていま
す。

今後の展望

この超長尺・高収率AgNWsの効率的合成法の開発は、透明導電体市場に大きな影響を
与えるでしょう。より安価で高品質なAgNWsが安定的に供給されることで、フレキシ
ブルエレクトロニクス、ウェアラブルデバイス、IoTデバイスなど、次世代のディスプ
レイおよびセンサー技術の開発が加速されます。特に、大規模生産へのスケーラビリテ
ィが実証されれば、ITOに依存しない新しい産業エコシステムの構築に貢献し、関連産
業に数十億ドル規模の市場機会をもたらす可能性を秘めています。このブレークスルー
は、ナノテクノロジーが現代社会の基盤技術をどのように変革するかを示す好例です。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1133514

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1133514


#19 Canon、2030年度までに産業事業の営業利益率25%
目標を設定、ナノインプリント技術の商業化に注力

概要

CanonのCFOである田中稔氏が、2030年度までに産業事業の営業利益率を2026年度の
17.5%から25%に引き上げる目標を発表した。この目標達成の主要な柱は、ArF液浸露
光装置の販売拡大とナノインプリント技術の活用である。Canonのナノインプリント

露光技術は、現在、2027年の高容量製造（HVM）での採用に向けて評価が進められて
おり、光電融合やウェハー平坦化などの新しい応用分野でも開発が進められている。

公開日 2026年06月24日  Investing.com Canada (citing Nikkei online)  日本



詳細

主要成果

CanonのCFOである田中稔氏が、2030年度までに産業事業の営業利益率を現在の17.5%

から25%へと大幅に向上させる目標を発表しました。この意欲的な目標の達成には、
ArF液浸露光装置の販売拡大に加え、同社の先進的なナノインプリント露光技術の商業
化が重要なドライバーとなるとされています。

技術・臨床詳細

Canonは、半導体製造装置市場において、ArF液浸露光装置の提供を継続し、そのシ
ェアを拡大することを目指しています。

同社のナノインプリント露光技術は、現在、2027年における高容量製造（High

Volume Manufacturing: HVM）での採用に向けて、顧客評価が積極的に進められてい
ます。これは、この技術が量産ラインで実用化されるための重要な段階です。

ナノインプリント技術は、極めて微細なパターンを転写できる能力を持ち、従来のフ
ォトリソグラフィに比べて低コストかつシンプルなプロセスが特徴です。特に、繰り
返し同じパターンを形成するデバイス製造に適しています。

この技術は、半導体製造だけでなく、光電融合デバイス（光信号と電気信号を統合す
る次世代デバイス）や、ウェハーの表面を均一にするウェハー平坦化などの新たな応
用分野でも開発が進められています。これらの分野は、今後のエレクトロニクス産業
の成長を牽引する重要な領域です。

背景・業界文脈

半導体製造装置市場は、微細化競争が激化し、製造コストと効率が常に問われていま
す。Canonは、長年の露光技術開発の歴史を持ち、特にASMLのようなEUV露光技術を持
たない中で、DUV露光装置とナノインプリント技術を戦略的な柱としています。ナノイ
ンプリント技術は、パターンニングのコスト削減とプロセスの簡素化に寄与する可能性
があり、特にフォトニクスやメモリーなどの特定のアプリケーションでEUV露光の代替
または補完技術として期待されています。

中国のPrinano Technologyのような新興企業がナノインプリント市場に参入し、低コス
トと高性能を主張する中で、CanonのHVMへの早期導入と新分野への展開は、市場にお
けるリーダーシップを維持するための重要な戦略となります。



今後の展望

Canonが2030年度の営業利益率25%目標を達成するためには、ナノインプリント技術の
HVMでの成功が鍵となります。2027年までの高容量製造導入が実現すれば、Canonは半
導体製造装置市場における存在感をさらに高め、特に新興市場や特定用途において競争
優位性を確立できるでしょう。光電融合やウェハー平坦化といった高成長分野での応用
開発は、長期的な収益源となり、同社の産業事業の持続的成長を支える要因となること
が期待されます。これは、日本の技術がグローバルなハイテク産業に与える影響を再確
認させる動きと言えるでしょう。

元記事: https://ca.investing.com/news/stock-market-news/canon-cfo-sets-25-profit-margin-target-for-

industrial-unit-93CH-4704848

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://ca.investing.com/news/stock-market-news/canon-cfo-sets-25-profit-margin-target-for-industrial-unit-93CH-4704848
https://ca.investing.com/news/stock-market-news/canon-cfo-sets-25-profit-margin-target-for-industrial-unit-93CH-4704848


#20 Cytiva、in vivo CAR-T療法に向けた脾臓へのmRNA-
LNPの体外デリバリー技術を進展

概要

Cytivaは、患者体内でT細胞を直接再プログラムするin vivo CAR-T療法を、脂質ナノ粒
子（LNP）システムを用いて推進している。LNP設計の進歩により、従来の肝臓へのデ
リバリーだけでなく、免疫活性が集中する脾臓などのリンパ器官へのターゲティング

が可能になった。脾臓内のT細胞を含む様々な細胞種への特異性の向上は、効率的でス
ケーラブルな免疫療法の新たな可能性を示唆しており、従来のCAR-T製造プロセスと
比較して簡素化されたアプローチを提供する。

公開日 2026年06月25日  Cytiva  スウェーデン



詳細

主要成果

Cytivaは、脂質ナノ粒子（LNP）システムを用いたin vivo CAR-T療法において、T細胞を
患者体内で直接再プログラムする技術を大きく進展させました。特に、従来の肝臓に限
定されがちだったLNPのデリバリーを、免疫活性が集中する脾臓などのリンパ器官へ拡
大することに成功し、効率的でスケーラブルな免疫療法の新たな可能性を切り開いてい
ます。

技術・臨床詳細

In vivo CAR-T療法は、患者からT細胞を採取して体外で遺伝子改変・増殖させ、再び
患者に戻すという従来のCAR-T細胞療法の複雑な製造プロセスを、患者体内で直接T

細胞を標的とし再プログラムすることで簡素化することを目指しています。

このアプローチの鍵となるのがLNPシステムです。LNPはmRNAなどの遺伝子材料を
細胞内へ安全かつ効率的に送達するキャリアとして機能します。

Cytivaの研究は、LNPの設計を最適化することで、デリバリーの特異性を向上させ、
肝臓以外のリンパ器官、特に脾臓への標的化を可能にしました。脾臓は免疫反応の中
心的な場所であり、T細胞が豊富に存在するため、CAR-T細胞をin vivoで生成するに
は理想的な場所です。

脾臓内のT細胞を含む特定の細胞種へのLNPのデリバリー効率と特異性が向上したこ
とで、より正確なT細胞の再プログラミングが期待されます。

これにより、従来のCAR-T細胞の体外製造に伴う時間、コスト、物流の課題が大幅に
軽減される可能性があります。

背景・業界文脈

CAR-T細胞療法は、特定のがん種に対して驚異的な治療効果を示していますが、その複
雑な製造プロセス、高コスト、そして患者への投与までのリードタイムが課題となって
います。in vivo CAR-T療法は、これらの課題を克服し、より多くの患者にCAR-T療法を
届けるための次世代アプローチとして大きな期待が寄せられています。

LNP技術は、mRNAワクチンの成功により、遺伝子デリバリーのプラットフォームとし
てその力を証明しました。この技術をin vivo CAR-T療法に応用し、肝臓以外のリンパ器
官に特異的に送達できるようになったことは、遺伝子治療と免疫療法の両分野における
ブレークスルーを意味します。



今後の展望

脾臓へのmRNA-LNPの効率的な体外デリバリー技術の進展は、in vivo CAR-T療法の実現
を現実のものとする上で極めて重要です。この技術がさらに洗練され、臨床試験で安全
性と有効性が確認されれば、CAR-T療法はより利用しやすく、費用対効果の高い治療法
となり、幅広い患者群に提供されるようになるでしょう。また、このアプローチは
CAR-T療法だけでなく、他のin vivo遺伝子編集や免疫調節療法にも応用され、遺伝子医
療の未来を大きく変える可能性を秘めています。Cytivaのような企業が製造プロセスの
革新に貢献することで、これらの先進的な治療法が迅速に市場に届けられることが期待
されます。

元記事: https://www.drugdiscoveryonline.com/doc/extrahepatic-delivery-of-mrna-lnp-to-spleen-

towards-in-vivo-car-therapeutics-0001

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.drugdiscoveryonline.com/doc/extrahepatic-delivery-of-mrna-lnp-to-spleen-towards-in-vivo-car-therapeutics-0001
https://www.drugdiscoveryonline.com/doc/extrahepatic-delivery-of-mrna-lnp-to-spleen-towards-in-vivo-car-therapeutics-0001


#21 ナノ修復技術、汚染水・土壌・空気からの除去効率を
大幅向上

概要

ナノ修復技術が、汚染された水、土壌、空気からの汚染物質除去において、従来の物
理化学的および生物学的方法を上回る効率を示す新たな代替手段として注目を集めて
います。炭素系ナノ材料は排水中の抗生物質やフェノール類の吸着に、酸化鉄や酸化

マンガンは重金属除去に、二酸化チタンや酸化亜鉛は色素分解に利用され、各汚染物
質に対して高い特異性と効率を発揮します。これらのナノ材料は、その高い表面積と
特異な反応性により、汚染物質との相互作用を最大化し、環境汚染対策に革新的な解

決策を提供することが期待されます。

公開日 2026年06月18日  CymitQuimica  スペイン



詳細

主要成果

ナノ修復技術が、汚染された環境からの汚染物質除去において、従来の物理化学的およ
び生物学的方法を大幅に上回る効率的な代替手段として確立されつつあります。この技
術は、ナノスケール材料のユニークな特性を最大限に活用し、水、土壌、空気といった
様々な媒体における広範な汚染物質を効果的に除去、変換、または中和することを可能
にします。

技術詳細

ナノ修復技術の核心は、その高い表面積と特異な反応性を持つナノ材料にあります。具
体的には、以下のような材料と応用が報告されています。

炭素系ナノ材料（カーボンナノチューブ、グラフェンなど）: 排水中の抗生物質やフ
ェノール類など、難分解性の有機汚染物質の吸着に特に有効です。その多孔質構造と
化学的安定性が、広範囲の分子を効率的に捕捉します。

金属酸化物ナノ粒子（酸化鉄、酸化マンガンなど）: 水中のヒ素、鉛、カドミウムな
どの重金属イオン除去に優れた吸着能力を発揮します。これらのナノ粒子は、表面の
官能基を介して重金属と強力に結合し、沈殿または固定化を促進します。

半導体ナノ粒子（二酸化チタン、酸化亜鉛など）: 光触媒として機能し、色素や他の
有機汚染物質を分解します。紫外線や可視光の照射下で活性酸素種を生成し、汚染物
質を無害な化合物に変換します。

これらのナノ材料は、従来の修復方法と比較して、より少ない量でより迅速に作用し、
二次汚染のリスクを低減する可能性を秘めています。

背景・業界文脈

産業化の進展と人口増加に伴い、世界的に水質汚染や土壌汚染が深刻化しており、効果
的で持続可能な修復技術の需要が高まっています。従来の活性炭吸着、凝集沈殿、生物
学的処理といった手法には、処理効率の限界、高コスト、二次廃棄物の発生といった課
題がありました。ナノテクノロジーは、これらの課題を克服するための有望なソリュー
ションとして、過去数十年にわたり集中的な研究開発が進められてきました。



今後の展望

ナノ修復技術は、環境浄化分野において画期的な進歩を遂げていますが、その実用化に
はさらなる研究が必要です。特に、ナノ材料の長期的な環境影響、製造コストの削減、
大規模展開のためのスケーラビリティ、および規制枠組みの整備が今後の主要な課題と
なります。しかし、その高い効率性と多様な適用可能性から、ナノ修復は将来の環境技
術の中心的な柱となる可能性を秘めており、スマートな汚染管理と資源回収を実現する
重要な役割を果たすと期待されています。

元記事: https://cymitquimica.com/news/262/nanoremediation-using-nanomaterials-to-clean-polluted-

environments/

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cymitquimica.com/news/262/nanoremediation-using-nanomaterials-to-clean-polluted-environments/
https://cymitquimica.com/news/262/nanoremediation-using-nanomaterials-to-clean-polluted-environments/


#22 アルブミンを介したLNP送達戦略、mRNA治療薬の肝
臓毒性を80%削減しリンパ系送達を2-3倍促進

概要

mRNA治療薬の基盤である脂質ナノ粒子（LNP）の肝臓への非特異的蓄積とそれに伴う
肝毒性を克服するため、アルブミンと相互作用する革新的なLNP送達コンセプトが開
発されました。この新LNPは肝臓蓄積を約80%減らし、同時にリンパ節におけるmRNA

発現を2～3倍増加させることに成功しました。これにより、mRNAおよび核酸ベース
の治療薬の安全性と標的特異性が大幅に向上し、より安全でスマートなナノ医療の臨
床応用への道が開かれます。

公開日 2026年06月18日  ACS Materials Au  アメリカ



詳細

主要成果

mRNAおよび核酸ベースの治療薬の基盤である脂質ナノ粒子（LNP）の臨床応用の大き
な障壁であった肝臓への非特異的蓄積とそれに伴う肝毒性を克服するため、内因性アル
ブミンと選択的に相互作用することで肝臓蓄積を回避し、リンパ系を通じた送達を改善
する革新的なLNPコンセプトが発表されました。この新技術により、肝臓へのLNP蓄積
が約80%減少し、リンパ節に局在するmRNA発現が2～3倍増加することが実証されまし
た。

技術・臨床詳細

従来のLNPは、静脈内投与後、主に肝臓のクッパー細胞に取り込まれ、これが肝毒性や
全身性副作用の一因となっていました。今回開発されたLNPは、表面設計を工夫するこ
とで血中の内因性アルブミンと強く結合します。アルブミンは長半減期を持ち、体内で
様々な物質を輸送する役割を担っており、その特性を利用することでLNPは肝臓への直
接的な取り込みを避け、リンパ管系へのアクセスが促進されます。これにより、ワクチ
ンや免疫療法など、リンパ節への標的送達が望ましい応用において、mRNA発現を効率
的に誘導できるようになります。具体的には、マウスモデルを用いた研究で、肝臓への
LNPの取り込みが約80%抑制され、リンパ節でのmRNAの発現量が従来比で2倍から3倍
に向上することが確認されました。

背景・業界文脈

mRNAワクチンがCOVID-19パンデミックで大きな成功を収めて以来、mRNA技術は感染
症ワクチンだけでなく、癌免疫療法、遺伝子治療、再生医療など、広範な疾患領域での
応用が期待されています。しかし、mRNAは不安定で細胞膜を通過しにくい性質を持つ
ため、LNPのような効果的な送達システムの開発が不可欠です。現在のLNPは主に肝臓
への高い親和性を示しますが、全身投与で他の臓器や組織への送達を最適化し、副作用
を軽減することが次の大きな課題でした。この新しいアルブミンを利用したLNP設計
は、この課題に対する画期的な解決策を提示するものです。今後の展望



この革新的なLNP送達戦略は、mRNAおよび核酸ベース治療薬の安全性プロファイルを
大幅に改善し、その治療ウィンドウを広げる可能性を秘めています。特に、リンパ節を
標的とする癌ワクチンや自己免疫疾患治療薬の開発において、その有効性を高めること
が期待されます。今後、さらなる前臨床試験および臨床試験を通じて、このLNPプラッ
トフォームの長期的な安全性と有効性が評価され、より安全で効果的な次世代ナノ医療
製品の実現に向けた重要な一歩となるでしょう。肝臓への非特異的蓄積を低減しつつ、
特定の免疫細胞への標的化を可能にすることで、個別化医療の進展にも貢献すると見込
まれます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsmaterialsau.6c00068

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsmaterialsau.6c00068


#23 ナノドラッグデリバリーシステム、過去20年で多様
な疾患治療薬が承認され個別化医療を牽引

概要

ナノテクノロジーに基づく薬物送達システム（NDDS）は、薬物の溶解性、吸収性、安
定性、生体利用効率を向上させ、特定の組織や臓器への標的送達を可能にすること
で、従来の治療法の多くの制限を克服しています。過去20年間で、癌、感染症、炎症

性疾患の治療のために複数のナノテクノロジーベースの製剤が承認され、臨床的影響
は大幅に拡大しました。規制の複雑さやスケールアップの課題はあるものの、NDDSは
個別化医療の次世代を牽引する重要な技術として期待されています。

公開日 2026年06月25日  IJSRT Journal  インド



詳細

主要成果

ナノテクノロジーに基づく薬物送達システム（NDDS）は、過去20年間で臨床的影響を
大幅に拡大し、癌、感染症、炎症性疾患など多様な疾患の治療薬として複数の製剤が承
認されてきました。これらのシステムは、薬物の溶解性、吸収性、安定性、生体利用効
率といった基本的な薬物動態特性を根本的に改善し、特定の組織や臓器への標的送達を
可能にすることで、従来の治療法の持つ多くの限界を克服しています。

技術・臨床詳細

NDDSは、リポソーム、ポリマーナノ粒子、ミセル、デンドリマーなどの様々なナノキ
ャリアを利用して、薬物を微小なカプセルに封入したり、表面に修飾したりします。こ
れにより、薬物は以下の点で改善されます。

溶解性の向上: 難溶性薬物をナノスケールで分散させることで、生体内での溶解度を
高めます。

生体利用効率の強化: 胃腸管での分解を防ぎ、吸収経路を最適化することで、薬物の
全身循環における利用効率を高めます。

安定性の改善: 薬物を酸化や酵素分解から保護し、製剤としての安定性を向上させま
す。

標的送達: ナノキャリア表面に特定の分子（リガンド）を修飾することで、癌細胞や
炎症部位など、疾患部位に選択的に薬物を集中させ、正常細胞への副作用を低減しま
す。

これらの特性により、薬効の最大化と副作用の最小化が実現され、特に毒性の高い抗癌
剤や特定の作用部位を必要とする生物学的製剤においてその価値が証明されています。

背景・業界文脈

従来の薬物治療は、全身投与による非特異的な作用、低い生体利用効率、そしてそれら
に起因する副作用が大きな課題でした。21世紀に入り、ナノテクノロジーの急速な進歩
が薬物送達のパラダイムを大きく変え、ナノ医療という新たな分野を創出しました。多
くの製薬企業やバイオテクノロジー企業がNDDSの開発に投資し、すでに承認された製
品は数百億ドル規模の市場を形成しています。規制当局も、これらの革新的な製剤に対
する評価ガイドラインの策定を進めています。



今後の展望

NDDSは、個別化医療の推進において中核的な役割を果たすと期待されています。患者
個々の遺伝子情報や疾患特性に基づいたオーダーメイド治療への応用が進むことで、治
療成績の向上とQOLの改善が期待されます。しかし、その広範な普及には、製造プロセ
スのスケールアップにおける品質管理の複雑さ、長期的な安全性データ、およびコスト
効率の課題を克服する必要があります。AIや機械学習を活用したナノキャリアの設計最
適化、リアルタイムでの品質監視技術の導入などが、今後の発展の鍵となるでしょう。

元記事: https://www.ijsrtjournal.com/article/nanotechnology-based-drug-delivery-systems-quality-by-

design-approaches-and-regulatory-perspectives

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ijsrtjournal.com/article/nanotechnology-based-drug-delivery-systems-quality-by-design-approaches-and-regulatory-perspectives
https://www.ijsrtjournal.com/article/nanotechnology-based-drug-delivery-systems-quality-by-design-approaches-and-regulatory-perspectives


#24 Anodyne NanotechがGLP-1週1回パッチ「ANN-
101」の第I相臨床試験推進へシリーズAで1260万ドルを調
達

概要

臨床段階のバイオテクノロジー企業Anodyne Nanotech Inc.は、肥満治療を目的とした

週1回投与型GLP-1パッチ「ANN-101」の第I相臨床試験を進めるため、1260万ドルの
シリーズA資金調達を完了しました。同社のHeroPatch™プラットフォームは、固形マ
イクロニードル技術を基盤とし、GLP-1を含む大型分子を注射や冷蔵不要で室温安定性

のパッチとして効果的に送達できます。この資金は、ANN-101の臨床開発加速、経皮
送達プラットフォームの拡充、製造スケールアップ、および戦略的提携活動の拡大を
支援します。

公開日 2026年06月24日  BioSpace  アメリカ



詳細

主要成果

臨床段階のバイオテクノロジー企業であるAnodyne Nanotech Inc.は、肥満治療用の週1

回投与型GLP-1パッチ「ANN-101」の第I相臨床試験を加速させるため、1260万ドルのシ
リーズA資金調達を成功裏に完了しました。この資金調達は、同社が開発する革新的な
経皮送達プラットフォーム「HeroPatch™」技術をさらに発展させ、慢性疾患管理にお
ける大きなアンメットニーズに応えるための重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

Anodyne NanotechのHeroPatch™プラットフォームは、固形マイクロニードル技術を基
盤としており、従来の注射剤とは一線を画します。このパッチは、GLP-1のような比較
的大型のペプチド分子を、注射針を使用することなく皮膚を通じて効果的に送達するこ
とを可能にします。特筆すべきは、このパッチが室温で安定しているため、冷蔵保存が
不要であり、患者の利便性と薬剤の保管・流通コストを大幅に改善する点です。週1回
の投与という簡便さは、肥満患者の治療アドヒアランス（服薬遵守）を向上させること
が期待されます。今回の資金調達により、ANN-101の第I相臨床試験を計画通りに推進
し、安全性と薬物動態プロファイルを評価するための基盤が確立されます。同社は、糖
尿病や肥満の治療に革命をもたらす可能性を秘めた技術として、このプラットフォーム
を位置づけています。

背景・業界文脈

GLP-1受容体作動薬は、2型糖尿病および肥満の治療においてその有効性が広く認識さ
れ、近年、市場が急速に拡大しています。しかし、これらの薬剤の多くは週に1回また
は毎日注射で投与する必要があり、患者にとって負担となる場合があります。また、多
くの生物学的製剤と同様に、冷蔵保存が必要であるため、流通におけるコールドチェー
ンの維持が課題となっています。Anodyne Nanotechの経皮パッチは、これらの既存の
GLP-1治療薬の課題を解決し、患者の負担を軽減しつつ、よりアクセスしやすい治療選
択肢を提供する可能性を秘めています。これは、大規模な慢性疾患管理において、患者
中心の治療アプローチを推進する上で極めて重要な進歩です。



今後の展望

調達された1260万ドルは、主にANN-101の第I相臨床試験の実施に充当されます。さら
に、この資金はHeroPatch™経皮送達プラットフォームの技術加速、製造能力のスケー
ルアップ、および今後の戦略的提携活動の拡大にも活用される予定です。Anodyne

Nanotechは、ANN-101を皮切りに、このプラットフォームを他の大型分子や慢性疾患
治療薬に応用する計画を持っており、将来的には製薬業界における薬物送達の標準を変
革する可能性を秘めています。臨床開発の進展とともに、この革新的な技術の商業的価
値はさらに高まると見込まれます。

元記事: https://www.biospace.com/press-releases/anodyne-nanotech-closed-a-12-6-million-series-a-to-

advance-once-weekly-glp-1-patch-into-phase-i-clinical-trials

収集日: 2026年06月26日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biospace.com/press-releases/anodyne-nanotech-closed-a-12-6-million-series-a-to-advance-once-weekly-glp-1-patch-into-phase-i-clinical-trials
https://www.biospace.com/press-releases/anodyne-nanotech-closed-a-12-6-million-series-a-to-advance-once-weekly-glp-1-patch-into-phase-i-clinical-trials


#25 スズ酸化物量子ドット層追加でペロブスカイト太陽電
池が効率25.7%を達成、安定性も向上

概要

ペロブスカイト太陽電池の安定性と電力変換効率を大幅に向上させるため、スズ酸化
物製の量子ドット層を電子輸送層として追加する新しい研究が報告されました。この
量子ドット層により、デバイスの光捕獲能力が向上し、層間の不要な反応が減少した

結果、25.7%という既存の記録に匹敵する高い変換効率を達成しました。この技術は、
次世代太陽電池の実用化に向けた重要なブレークスルーであり、より高性能で安定し
た再生可能エネルギー源の実現に貢献します。

公開日 2026年06月18日  Shanghai Metals Market (SMM)  中国



詳細

主要成果

ペロブスカイト太陽電池の安定性と電力変換効率を劇的に向上させる新技術が発表さ
れ、スズ酸化物製の量子ドット（QD）層を電子輸送層として組み込むことで、これま
での記録に匹敵する25.7%の変換効率を達成しました。この革新的なアプローチは、太
陽電池の性能を低下させる主要因の一つであった層間の反応を抑制し、光捕獲能力を顕
著に向上させることが示されました。

技術・臨床詳細

ペロブスカイト太陽電池は、高い効率と低コスト製造の可能性から次世代太陽電池とし
て注目されていますが、長期安定性と効率のさらなる向上が課題でした。今回発表され
た研究では、電子輸送層に従来の材料の代わりにスズ酸化物量子ドット（SnO2 QDs）

を使用する戦略が採用されました。SnO2 QDsは、その優れた電子移動特性と広いバン

ドギャップにより、光起電力デバイスの性能向上に寄与します。

光捕獲能力の向上: 量子ドットの特異な量子効果により、より広範囲の太陽光スペク
トルを効率的に吸収し、光電変換を促進します。

界面反応の抑制: 量子ドット層がペロブスカイト層と電子輸送層の間に安定した界面
を形成することで、電荷キャリアの非放射再結合（効率低下の主な原因）を効果的に
抑制します。これにより、デバイスの全体的な安定性が向上し、性能劣化が遅延しま
す。

効率25.7%の達成: これらの改善が総合的に寄与し、量子ドットを加えたペロブスカ
イト太陽電池は、研究レベルにおいて世界最高水準の一つである25.7%の電力変換効
率を実現しました。これは、商業化されたシリコンベースの太陽電池に匹敵するか、
それ以上の性能です。

この技術は、より高いエネルギー収率と耐久性を持つ太陽電池の開発に道を拓くもので
す。



背景・業界文脈

再生可能エネルギーへの世界的な移行が加速する中で、太陽光発電は最も重要な電源の
一つです。ペロブスカイト太陽電池は、その製造コストの低さと高い理論効率から、シ
リコンベースの太陽電池に代わる可能性を秘めた技術として盛んに研究されています。
しかし、特に湿度や熱に対する安定性の低さが実用化への大きな障壁となっていまし
た。今回の量子ドットを用いた界面エンジニアリングは、この安定性課題に対する画期
的な解決策の一つを提供し、ペロブスカイト太陽電池の商業的実現性を大きく引き上げ
ます。

今後の展望

この研究成果は、ペロブスカイト太陽電池技術の進化における重要なマイルストーンと
なります。25.7%という高効率と向上した安定性は、大規模な太陽光発電所から、建材
一体型太陽電池（BIPV）、フレキシブル太陽電池など、幅広い応用分野での展開を加速
させるでしょう。今後、この量子ドット層を大規模製造プロセスに統合するための研究
と、長期的なフィールドテストによる耐久性の検証が重要となります。この技術がさら
に成熟すれば、太陽光発電のコスト効率と持続可能性を飛躍的に向上させ、世界のエネ
ルギー構造に変革をもたらす可能性を秘めています。

元記事: https://news.metal.com/vn/newscontent/101736295-optimization-of-perovskite-photovoltaic-
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